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኱㜰኱Ꮫ኱Ꮫ㝔ゝ語文化研究⛉日本語・日本文化ᑓᨷ

ᣦ♧ཧ↷フ࢓イル理論ᗎㄝ 
 

山泉� 実 

 

本✏࡛はࠊ➹⪅が⌧ᅾ構⠏中の理論「ᣦ♧ཧ↷フ࢓イル理論」のせⅬと基盤ࢆ㏙࡭るࠋ 

 

1 名詞句の意味はఱか―ಽ⨨ᣦᐃ文の୺語ࢆ౛に 

� ᣦ♧ཧ↷フ࢓イル理論の඲యീࢆ手▷にఏえるࡵࡓにࠊಽ⨨ᣦᐃ文(1)a  ࠋศᯒするࢆ

(1) a. ຾⪅はࠊジョン࡛す㸟  b. ӆジョンはࠊジョン࡛す㸟 

a の୺語࡛࠶る名詞句「຾⪅」の意味はఱ࠺ࢁࡔか㸽 ジョンそのேとは考えにࡃいࠋなࡐ

ならࠊb のよ࠺に「຾⪅」ࢆ「ジョン」としࡓらࠊ඲ࡃ意味がኚ࡚ࡗࢃし࠺ࡲから(1)ࠋࡔa

のよ࠺な「A は B ಽ⨨ᣦᐃ文の୺語ࠊに⯡୍ࠋ࠺ಽ⨨ᣦᐃ文といࢆの形の名詞㏙語文「ࡔ

の名詞句の意味はఱ࠺ࢁࡔか㸽 ከࡃの言語学⪅・言語哲学⪅がࡇの問いに⟅えࢆ出そ࠺

とし࡚ࡓࡁ（౛ 西山 2003, 2013）ࠋしかしࠊᮍࡔに㏻ㄝはないࠋᙼらの意ぢが୍⮴しない

理由の 1 つはࠊ言語ほが␗なるࡇとࠋࡔ๓ᥦとする言語ほとそࢆࢀ実⿦する理論によ࡚ࡗ

ጇᙜな⟅えはኚࡃ࡚ࡗࢃるࠋそࡲࠊ࡛ࡇずは本理論の基♏となる言語ほࢆ㏙࡭るࡇとにす

るࠋ 

 

1.1 � 認知的基盤（ジャッケンドフ 2012/2019） 
ྑのሙ㠃࡛はࠊ「ジョン」とい࠺言ⴥ࡛ࠊジョ

ンとい࠺ேࢆᣦ♧し࡚いるࡇࠋのよ࠺に名詞句

࡛ᑐ㇟ࢆᣦ♧するのはே㛫にしか࡛ࡁないࡇ

とࠋࡔே㛫のどのよ࠺な⬟ຊがྍࢆࢀࡇ⬟にし

࡚いるの࠺ࢁࡔか㸽 大㞧ᢕにはࠊᑡなࡃとࡶ

௨ୗのよ࠺なࡇとが࡛ࡁるᚲせが࠶る：言語౑

用⪅の心にそのᑐ㇟にᑐᛂする心的表㇟（ᕥの

ᅗの㞼）がࠊ࡚ࡗ࠶そࢀがᣦ♧に౑ࡓࢀࢃ言語

表⌧（の心的表㇟）とࡶఱらかの形࡛⤖ࡧつい

࡚いるࠋᑐ㇟にᑐᛂする心的表㇟はジャッケン

ドフ（2012/2019: 第 3 㒊）がᣦ♧ཧ↷フ࢓イル（reference fileࠊ௨ୗࠊRF）と࿧ࡶࡪの࡛ࠊ

その中にはᑐ㇟に関し࡚言語౑用⪅が知࡚ࡗいるࡇと（内ᐜ≉ᚩ）がྵࢀࡲるࠋRF は名詞

句の意味ࢆ考える㝿にᴟ࡚ࡵ㔜せなᙺ๭₇ࢆじると⚾は考えるࠋRFT は RF の内実ࢆ⢭⦓

化するࡇと࡛ࠊ名詞句の意味論・語用論に関ࢃる⌧㇟のグ㏙・ㄝ᫂ࢆするࠋ 

RF は言語によるᣦ♧௨እにࡶ౑ࢀࢃるࠋே㛫は言語ࢆ౑ࢃないとࡶ࡛ࡁ RF によ࡚ࡗᑐ

自ศのカップとࠊ཭ேとႚⲔ店にい࡚ࠊࡤとえࡓࠋるࢀい࡚いると考えら⨨ࡵ␃心にࢆ㇟
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཭ேのカップが඲ྠࡃじ✀㢮のࡶのࡔとする2ࠋ つࢆΰྠし࡚཭ேのカップからコーࣄー

ࡒࢀそࠊࡶカップが話にⓏらないとし࡚ࠊࡁのとࡇࠋ࠺ࢁࡔるࡅつࢆにẼ࠺ないよࡲ㣧ࢆ

ࡓにᑐᛂしࢀ 2 つの RF が࠶るはずࠋࡔ 

RF のࢹータ構造とし࡚ࠊᑐ㇟のྠ୍性の源泉となる ,' ると⚾は考࠶㏣ຍするᚲせがࡶ

えるࠋ上の「ࠊ࠶ジョンࡔ」のሙྜࠊジョンはྠᐃ࡚ࢀࡉいるからࠊRF はᐃ㡯の ,'（a と

する）ࢆᣢつࠋႚⲔ店のሙ㠃࡛はࠊ自ศのカップと཭ேのカップはࠊどࡕらࠎูࡶにྠᐃ

ᑐᛂするࠊいるから࡚ࢀࡉ RF はそࢀࡒࢀ␗なるᐃ㡯の ID（b と c）ࢆᣢつࠋ 

ே㛫はྠᐃ࡚ࢀࡉいないᑐ㇟にᑐᛂする RF ゎࢆソーパズルࢢジࠋるࡁ࡛ࡶとࡇᣢつࢆ

い࡚い࡚2ࠊ つのピースࢆ᥈し࡚いるとする2 1ࠋ つのピースはྠᐃ࡚ࢀࡉいないࡶののࠊ

そࢀらにᑐᛂする RF 㸟と認㆑ࡔࢀࡇࠊにࡁとࡓぢࢆるピースࡵồࠊࡤࢀࡅいな࡚ࡗᣢࢆ

するࡇとが࡛ࡁない2ࠋ࠺ࢁࡔ つにはูࠎの RF がᑐᛂしࠊ␗なる内ᐜ≉ᚩ（パズルのピー

ス࡛࠶るࡇとࠊ形ࡸண᝿ࢀࡉる᯶とい࠺✵㛫的・視ぬ的な≉ᚩ）ࢆᣢ࡚ࡗいるࠋ 

᥈し࡚いるピースにᑐᛂする 2 つ

の RF は内ᐜ≉ᚩが␗なる࡛ࡅࡔな

IDࠊࡃ ࢀࡉと≀ูࠊい࡚࡚ࡗな␗ࡶ

࡚いるࠋே㛫はᑐ㇟がྠᐃ࡚ࢀࡉい

るかྰかの༊ูࡶし࡚いるࡔࠋからࠊ

ྠᐃ࡚ࢀࡉいないᑐ㇟のRFの IDはࠊ

ᐃ㡯とはู✀のࠊ自由ኚ㡯（x と y）

にな࡚ࡗいると⚾は考えるࠋなࠊ࠾上

のᕥの⏬ീから 2 つのḞࡓࡅピース

࡛はなࡃ 2 つの✰ࢆ認㆑しࡓሙྜࠊ

✰はྠᐃ࡚ࢀࡉいるからࠊᑐᛂする

RF の ID はどࡕらࡶᐃ㡯になるྠࠋじ視ぬ的่⃭࡛ࠊࡶそࡇからఱࢆᴫᛕ化するかによࡗ

なる␗ࠊ࡚ RF  ࠋࡔとになるのࡇᣢつࢆ

 

1.2 � 㐍化的・語用論的基盤（スコット�フィリップス 201�/近刊） 
1.2.1 言語コ࣑ュニケーションのࡾࡸ᪉ 

「言語とはఱか㸽」࡬の⟅えは言語ほそのࡶのといࡇ࠺とになるࠋその⟅えࢆ㏙࡭るࡓ

話ࠊずࡲࠋㄝ᫂するࢆュニケーションし࡚いるのか࣑にし࡚言語࡛コ࠺ே㛫はどのよࠊࡵ

し手（発信⪅）に᝟ሗ意ᅗ（ఏえࡓいࡇと）が࠶るࠋ話し手はࡁ⪺ࠊ手（ཷ信⪅）にఏ㐩

意ᅗ（ఏえࡓいࡇとが࠶るといࡇ࠺と）ཬࡧఱࢆఏえࡓいか（᝟ሗ意ᅗ）ཷࢆ信⪅が᥎論

ュニケーショ࣑言語コࠋ࠺意ᅗ᫂♧といࢆの⾜Ⅽࡇࠋᥦ♧するࢆな意ᅗのドᣐ࠺るよࡁ࡛

ン࡛はࠊ発話が୺なドᣐになるࡁ⪺ࠋ手はࠊ意ᅗのドᣐとコンࢸクストࢆඖにし࡚ࠊ話し

手の᝟ሗ意ᅗࢆ᥎ するࡇࠋの⾜Ⅽࢆ᥎論といࠋ࠺話し手が㐺ษな意ᅗのドᣐࢆ௙❧࡚る
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㝿にࡶコンࢸクストは㔜せ

なᙺ๭₇ࢆじるࠋコンࢸクス

トはࠊ発話のሙ㠃ࠊ๓ᚋの文

世界につい࡚の知㆑などࠊ⬦

のࠊࡕ࠺コ࣑ュニケーション

に࠾い࡚話し手・⪺ࡁ手の心

࡛฼用ࡓࢀࡉ᝿ᐃ࡛࠶るࠋそ

知ࢆ会話の相手がఱࠊにはࢀ

ࠊࡸ知らないかࢆい࡚ఱ࡚ࡗ

ఱࢆしよ࠺とし࡚いるかな

どの理ゎࡇࠋࡴྵࡶのよ࠺な

コ࣑ュニケーションのࡾࡸ᪉ࢆ意ᅗ᫂♧・᥎論コ࣑ュニケーション（ostensive-inferential 

communicationࠊ␎し࡚ OIC）と言ࠋ࠺ 

ࡔࡴㄞࡃる⛬ᗘṇし࠶ࢆ手が話し手の心ࡁ⪺ࠊュニケーションするには࣑言語コࡃࡲ࠺

᝟ሗ意ᅗ・ఏ㐩意ᅗの㐺ษなドࠋはならない࡚ࡃなࡲㄞࢆ手の心ࡁ⪺ࡶ話し手ࠊࡃな࡛ࡅ

ᣐࢆᥦ♧する࠶࡛ࡵࡓるࡓࠋとえࠊࡤ第三⪅のジョンに言ཬするとࡁ⪺ࠊࡁ手がそのேࢆ

知らなかࡓࡗらࠊ༢に「ジョン」と言ࢃずにࠊ「ジョンとい࠺ே」のよ࠺に言ࡇࠋ࠺の༊ู

は⪺ࡁ手の知㆑ࢆ᥎ しないと࡛ࡁないࠋே㛫はࠊ会話の相手の心（知࡚ࡗいるࡇと・知

なㄞ心⬟ຊの࠺のよࡇࠊே㛫はࡶそࡶそࠋるࡁ࡛ の⛬ᗘ᥎ࡾにかな⌧ࢆ（➼とࡇいࡓࡾ

㐍化の⤖ᯝࠊ言語コ࣑ュニケーションࡴྵࢆ OIC が࡛ࡁるよ࠺になࡓࡗのࠋࡔ 

1.2.2 言語㐍化のシࢼリ࢜ 
� 日本語などのಶู言語は OIC OICࠋࡓ㐍化しࠊ発⏕し࡚ࡵにึࡵࡓᙉ化するࢆ は言語↓

し࡛ࡁ࡛ࡶるࠋ౛えࠊࡤ㌴の㐠㌿᫬にクラクションࢆ㬆らし࡚๓の㌴にどい࡚ࡶらࠋ࠺๓

の㌴ࢆ㏣いᢤࡃ᫬にࡗࡻࡕࠊと頭ࢆୗࡆるࢀࡇࠋらࡶ OIC 手ࡁ⪺ࠊその㐍化的ᶵ⬟はࠋࡔ

にと࡚ࡗは話し手の心ࢆㄞみ᭷┈な᝟ሗࢆᚓるࡇとࠊ話し手にと࡚ࡗは⪺ࡁ手の心的≧態

 ࠋるࡁは言語なしに࡛ࢀࡇࠊと࡛ࡇᨵኚするࡃ自ศの㒔ྜよࢆసし࡚⎔ቃ᧯ࢆ

スコット-フィリップスによるとࠊOIC と言語はḟのシࢼリ࡛࢜㐍化しࡲࠋࡓずࠊᡃࠎの

♽ඛは OIC るࡵㄞࢆ他⪅の心ࠊその中࡛はࠋࡓᬽらし࡚い࡛ࢀ⩌になる๓から࠺るよࡁ࡛

ࠊࡾࢃḟ世௦にఏࡃな⪅の㑇ఏ子がከ࠺そのよࠋࡔᏑ・⦾Ṫに᭷฼⏕ࡾࡲつࠊとが㐺ᛂ的ࡇ

他⪅の心ࢆㄞࡴ⬟ຊがどんどん㐍化し࡚いࡇࡃとになࠋࡓࡗ 

ḟ㡫上のᅗはㄞ心⬟ຊの㧗ᗘ化ࢆ表しࡶࡓのࠋࡔᕥから㡰にࡲࠊずࠊ他ேの心ࢆㄞࡴ⬟

ຊの๓ᥦとなるのはࠊ心的表㇟ࢆᣢつ⬟ຊࠋࡔ他ேの心的≧態の心的表㇟ࢆᣢつࡇとがㄞ

心࡛ࠊ他ேが自ศなどの他⪅の心につい࡚ど࠺考え࡚いるか（ࡓとえࠊࡤ⚾がఱࢆ考え࡚

いるとㄞ⪅は思࠺か）につい࡚の心的表㇟ࢆᣢつࡇとが再ᖐ的ㄞ心ࠋࡔ再ᖐ的ㄞ心にはẁ

㝵性がࠊࡾ࠶ᕥから 4 ␒┠のேのよ࠺に考えるのにᚲせな⬟ຊはࠊ「⚾がࢆࢼࢼࣂ㣗ࡓ࡭い
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と思࡚ࡗいるとᙼは思࡚ࡗいる」と

い࠺考えが抱ࡅるのにᚲせな⬟ຊ

よࡶࡾ㧗ᗘ4ࠋࡔ ␒┠のே⛬ᗘに㧗

ᗘな再ᖐ的ㄞ心⬟ຊがഛࡓࡗࢃே

ྠ士はࠊOIC が࡛ࡁるࠋOIC が࡛ࡁ

るよ࠺になࠊ࡚ࡵึ࡚ࡗそࢆࢀよࡾ

౽฼にする័⩦的なグ号が⌧ࠊࢀそ

࠺が文化的に㐍化し࡚⌧ᅾのよࢀ

な言語になࠋࡓࡗ 

ࠊらࡓがṇしいとし࢜リࢼのシࡇ

言語はOICのࡵࡓにࢨࢹインࠊࢀࡉ

最㐺化࡚ࢀࡉいると考えらࢀるࠋそ

の୍㒊࡛࠶る名詞句の意味ࡶOICに

最㐺化ࡶࡓࢀࡉの࠺ࢁࡔと⚾は考

えるࠋලయ的にどのよ࠺に最㐺化ࡉ

࠶なྍ⬟性がࠎいるかにはᵝ࡚ࢀ

るࠋRFT ࡛㏣ồしࡓいのはࠊ名詞句

の意味とは話し手が推定した聞き

手の心における RF だといࡶ࠺の

OICࠋࡔ に࠾い࡚話し手は⪺ࡁ手の

心的≧態ࢆᖖに᥎ᐃし࡚いるから

 ࠋࡔ

ྑの౛࡛はࠊ話し手ࡁ⪺ࠊ手はそ

ジョンࢀࡒࢀ RF ࡅࡔいる࡚ࡗᣢࢆ

࡛なࠊࡃ話し手は⪺ࡁ手の心にジョ

ン RF が࠶るࡇととࠊどのよ࠺な中

㌟か（ࠑa が᫖日ヨྜに຾ࠒࡓࡗがな

い）ࢆṇしࡃ᥎ᐃしࠊそࢀに基࡙い࡚発話ࢆし࡚いるࠋ 

 

1.3 � ಽ⨨ᣦᐃ文のศᯒ 
� ࡛はࠊヨྜ直ᚋにᡠ(1)ࠊ࡚ࡗa「຾⪅はࠊジョン࡛す㸟」ࢆศᯒしよࡇࠋ࠺の᫬ࠊᙼらの

心にはどのよ࠺な RF がࠊࡾ࠶ఱが㉳࡚ࡗࡇいる࠺ࢁࡔか㸽 話し手のࣞフリーはࠊジョン

が຾ࡇࡓࡗと࠺ࡶࢆ知࡚ࡗいるからࠊその内ᐜ≉ᚩがᙼの心のジョン RF に入࡚ࡗいるࠋ

୍᪉ࡁ⪺ࠊ手の男はそのࡇとࡔࡲࢆ知らないからࠊそのࡇとはᙼの心のジョン RF には入

IDࠊ手の心にはࡁ⪺いない࡚ࡁᐃ࡛ྠࢆ⪅຾ࠊࡾࢃその௦ࠋいない࡚ࡗ が自由ኚ㡯 x の຾
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⪅ RF が࠶る（x のኚᇦは a かᑐᡓ相手の RF の ID b）ࠋそࡇにࠑx がヨྜに຾ࠒࡓࡗとい࠺

内ᐜ≉ᚩが入࡚ࡗいるࠋそし࡚話し手は⪺ࡁ手の心ࢆㄞみながら発話ࢆするࠋヨྜ⤖ᯝの

ᐉ言のሙྜࡁ⪺ࠊ手が」ᩘいるのがᬑ㏻ࡔがࠊ話ࢆ⡆༢にする୍ࠊࡵࡓᑐ୍のᑐ話ࡔとし

よࠋ࠺話し手がṇしࡁ⪺ࡃ手の心ࢆㄞ࡚ࡵいࡓらࠊୗのよ࠺にな࡚ࡗいるࡁ⪺ࠋ࠺ࢁࡔ手

はࠊ発話の㏙語名詞句「ジョン」ࢆ自ศのジョン RF にࠊ୺語名詞句「຾⪅」には自ศの຾

⪅ RF ⪅຾ࠊに࠺よࡓ༳࡛表し▮ࠊ手はࡁ⪺ࠋるࡏࡉᑐᛂࢆ RF の ID x ࢆ a ࠊ᥮え࡚ࡁ⨨࡛

2 つの RF ࢆ 1 つに⼥ྜするࠋその⤖ᯝࠊジョン RF に内ᐜ≉ᚩࠑa が຾⪅ࠒࡔが௜ࡅຍࢃ

 ࠋ知㆑がᨵၿするࠊࡾ

� 手のࡁ⪺ࡓ話し手が᥎ᐃしࠊの「຾⪅」の意味は(1)ࠊࡤࢀ࠶の࡛ࡶࡓᑕࢆのศᯒが的ࡇ

心に࠶る RF（ID xࠊ内ᐜ≉ᚩࠑx が຾⪅࠶࡛（ࡴྵࢆࠒࡔる୍ࠋ⯡化するとࠊಽ⨨ᣦᐃ文

に࠾い࡚ࠊ୺語名詞句の意味はࠊ話し手が᥎ᐃしࡁ⪺ࡓ手の心に࠶る RF（ID xࠊ内ᐜ≉ᚩ

xࠑ が NP ㏙語名詞句のࢆそのኚ㡯の್ࠊ発話඲య࡛は 2ࠋࡔ（ࡴྵࢆࠒࡔ RF のᐃ㡯࡛ᐃ

 ࠋいる࡚ࢀࡉとが意ᅗࡇるࡵ

௨上࡛㏙ࡓ࡭よ࠺にࠊᣦ♧ཧ↷フ࢓イル理論はࠊOIC に名詞句の意≉ࠊᙉ化する言語ࢆ

味ࢆᤊえるࡵࡓのࡶの୍࡛ࠊࡾ࠶␒大ࡁな୺ᙇはࠊ名詞句の意味とは話し手が᥎ᐃしࡓ⪺

るࡅ࠾手の心にࡁ RF ・考えると意味論・語用論࠺ࡇࠋࡔとࡇ࠺るといࡁにᑾࢀそࠊࡾ࠶࡛

言語哲学➼のᵝࠎなㅦがゎࡅるࠋ 

 

2 ᣦ♧ཧ↷フ࢓イル理論の基盤 
ᣦ♧ཧ↷フ࢓イル理論（Reference File TheoryࠊRFT）はࠊRF とい࠺ᴫᛕࢆ用い࡚ࠊそࢀ

ࡲᙜ↛そのㄝ᫂ᑐ㇟にྵࡶ言語ࠋる࠶ㄝ᫂する理論࡛ࢆ知性などࠊ㦂⤒ࠊື⾜ᣢつ⪅のࢆ

ࢆとࡇ᫂かすࡁゎࢆに⏕じる意味の問題ࡁとࡓࢀࢃに名詞句が౑≉ࠊࢁࡇୗのと┠ࠋるࢀ

┠ᣦし࡚いるࠋ名詞句の意味は RF な問題がゎᾘするとࠎᵝࠊと࡛ࡇと考えるࡔ RFT は୺

ᙇするࠋ௨ୗ࡛はࡇࠊの୺ᙇにక࡚ࡗいる RFT の基本的な๓ᥦࢆ論じるࠋそのከࡃはࠊ言

語ࢆどのよ࠺なࡶのと考えるかに関ࢃるࡶの࡛࠶るࠋRFT によるศᯒがなࡐそ࠺なるかࢆ
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理ゎするにࠊࡶ࡚ࡗࡓ࠶๓ᥦの理ゎが୙ྍḞ࡛࠶るࠋ 

2.1 � ᴫᛕ的基盤 
RFT の 1 つの基盤とな࡚ࡗいるのがࠊジャッケンドフ（2002/20062012/2019ࠊ など）の

ྂ඾的ィ⟬୺義的な心のぢ᪉ࠊཬࡧᴫᛕ୺義的意味ほ࡛࠶るࡲࠋずࠊRFT が言語ࢆどのよ

 ࠋࡃゎㄝし࡚いࢆのとᤊえるかࡶな࠺

2.1.1 心理୺義：頭に࠶る言語のソフトウࢆ࢔࢙᥈る 
言語に関し࡚ࠊ文ἲが関୚するよ࠺な3つ๎性がఱかぢつかࡓࡗとするࡓࠋとえ(2)ࠊࡤa

の「ᙇ本ே」ࢆ修㣭するᚑᒓ節「本の出版ࢆ㐜らࡓࡏ」ࢆ b のよ࠺に୺節にし࡚みよࠋ࠺ 

(2) a. 本の出版ࢆ㐜らࡓࡏᙇ本ே Ѝ b. ᙇ本ேが本の出版ࢆ㐜らࠋࡓࡏ 

するとࠊ「ᙇ本ே」と࿧ࢀࡤるேがそ࠺࿧ࢀࡤるᡤ௨がኚࠊࡾࢃ本の出版ࢆ㐜らࡇࡓࡏと

࡛はなࠊࡃ他のఱかといࡇ࠺とにな࡚ࡗしࠋ࠺ࡲ「ᙇ本ே」の他の用౛࡛ྠࠊࡶじ⤖ᯝにな

るࡇࠋ࠺ࢁࡔのつ๎性はఱのつ๎性とし࡚ど࠺理ゎしࡓらいいの࠺ࢁࡔか(2)ࠋa と b のよ

山泉（2010）ࡸのページࡇࠊは࢔のᕥྑ୍᪉にྠじ言語表⌧が௜い࡚いるペ「ᙇ本ே」ࠊな࠺

௨እにはࡓࠊとえᅜ❧ᅜ会ᅗ書館ࢆ᥈し࡚࡯ࡶとんどぢつからない࠺ࢁࡔからࢆࢀࡇࠊ世

界にᏑᅾするࢸキスト（እᅾ言語）のつ๎性とし࡚考えるのは↓理が࠶るࠋ 

ࢆ࢔࢙いる日本語ソフトウ࡚ࢀࡉ日本語が౑えるேの頭にインストールࠊのつ๎性はࡇ

ാかࡓࡏとࡁにほᐹ࡛ࡁるつ๎性のᴟ୍ࠎ㒊࡛࠶るࠋⱝᖸẚ႘ࢆక࡚ࡗいるࡶののࢀࡇࠊ

が➹⪅にと࡚ࡗは୍␒⣲直な理ゎ࡛࠶るࠋ「日本語が౑えるே」とい࠺のはࠊ基本的にẕ語

話⪅࡛ࡤࢀ࠶ㄡ࡛ࡶよいࠋ「日本語が౑える」とい࠺言い᪉にしࡓのはࠊ理ゎと⏘出のどࡕ

らの㠃ྵࡶん࡛いるから(2)ࠋࡔa と b にぢらࢀるつ๎性はࠊ日本語が౑えるேの頭がࡗ࠶

 ࠋの࡛はないࡶな㢮の࠺るよ࠶自↛ἲ๎とし࡚ࠊࡾ࠶の࡛ࡶじる⏕࡚ࡵึ࡚

「頭」とい࠺のはᚤጁな言い᪉࡛ࠊ≀理的な⬻そのࡶのとはᑡし㐪ࠋ࠺⬻⚄⤒⣽⬊のࣞ

ベル࡛(2)a と b にぢらࢀるよ࠺な意味の㐪いのつ๎性ࢆᤊえるࡇとはࠊᑡなࡃとࡶ 21 世⣖

ᗎ盤の科学࡛は୙ྍ⬟ࠋ࠺ࢁࡔしかしࠊ頭のാࡁは⬻⚄⤒⣽⬊のࣞベル࡛なࠊࡃソフトウ

ኳ↛の᝟ሗฎ理⿦࠺のはே㛫の頭とい࠺とい࢔࢙ソフトウࠋるࡁ理ゎ࡛ࡶのࣞベル࡛࢔࢙

  4ࠋࡔ言い᪉ࡓとえࡓるコンピュータに࠶࡛⨨ேᕤの᝟ሗฎ理⿦ࠊࢆ⨨

コンピュータのാࢆࡁ理ゎしよ࠺とするሙྜࠊᑡなࡃとࡶ 2 つのࣞベル࡛の理ゎが࠶るࠋ

キࠊのࣞベルの理ゎとは࢔࢙ードウࣁࠋࡔのࣞベル࢔࢙のࣞベルとソフトウ࢔࢙ードウࣁ

ーボードなどの入ຊ⿦⨨にスイッチがࠊ࡚ࡗ࠶そࡇからの㟁Ẽ的な่⃭がࢨ࣐ーボード上

のチップにᒆい࡚ࠊそࢀがメࣔリのよ࠺なグ᠈፹యとఱらかの相஫స用ࢆし࡚ࠊその⤖ᯝ

が⏬㠃などの出ຊ⿦⨨に⌧ࢀるࠊといࡓࡗよ࠺な⣧⢋に≀理的な話のࡇとࠋࡔコンピュー

タのࣁードウ࢔࢙はいࢁいࢁなᶵ⬟ࢆᯝࡓすいࢁいࢁなソフトウࢆ࢔࢙実⌧࡛ࡁるᩘࠋᘧ

のィ⟬ࢆするࡇとࠊࡸ入ຊࡓࢀࡉ௬名ࢆ₎Ꮠにኚ᥮するࡇとなどが࡛ࡁるࠋコンピュータ

のソフトウࣞ࢔࢙ベルの理ゎとはࠊキーボードから入ຊ࢔ࡓࢀࡉルフ࢓ベットにᑐᛂする

グ号列がࠊ௬名₎Ꮠኚ᥮プロࢢラムにᒆい࡚ࡲࠊず࢔ルフ࢓ベットからᖹ௬名になࠊࡾそ
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そのᚋに㑅ᢥࠋるࢀࡉ♧ᑐᛂするኚ᥮ೃ補が表ࠊ࡚ࢀࡉ↷ラム中の辞書がཧࢢからプロࢀ

のキー入ຊにᚑ࡚ࡗೃ補が㑅ࠊࢀࡤỴᐃࡓࢀࡉらそࢀが☜ᐃࡶࡓࢀࡉのとし࡚⏬㠃に表♧

 ࠋࡔとࡇな話の࠺よ࠺といࠊるࢀࡉ

2 つのࣞベルはࢁࡕࡶん関連し࡚いるࣁࠋードウ࢔࢙がなࡤࢀࡅソフトウ࢔࢙は実⌧࡛

ࢀసらࡶそࡶコンピュータの㟁子回㊰はそࡤࢀࡅがな࢔࢙いソフトウࡓ実⌧しࠊないしࡁ

ない୍ࠊࡔࡓࠋ᪉ࢆ考えるሙྜに୍࠺ࡶࠊ᪉とのᑐᛂࢆᖖに考៖に入ࢀなࡤࢀࡅならない

ーࣁࠊは࢔࢙ードウࣁࡃ࠾⵳え࡚ࢆラムࢢームのプロࢤ࢜ࢹࣅࠊࡤとえࡓࠋはない࡛ࡅࢃ

ドࢹィスク࡛ࠊࡶ（フ࣑࢓コンの）カࢭットの中のチップに入࡚ࡗい࡚ࡗࡶࠊࡶとྂࡃは⣬

࡚ࡗィスクの㟁☢的な≧態によࢹࠊィスクはࢹードࣁࠋ原理的には問題ないࠊࡶープ࡛ࢸ

᝟ሗࢆグ㘓するらしいࠋ⣬ࢸープは⣬に✵い࡚いる✰の᭷↓によ࡚ࡗ᝟ሗࢆグ㘓し࡚いる

らしいࣁࠋードウࣞ࢔࢙ベル࡛᝟ሗがグ㘓࡚ࢀࡉいる≀理的形態は඲ࡃ␗なるがࠊソフト

ウ࢔࢙のࣞベル࡛はࠊその㐪いはᤞ㇟し࡚ࢹࠊータがグ᠈፹యに⵳えら࡚ࢀいると考える

そのࣞベル࡛理ゎするࢆ࢔࢙コンピュータ上࡛ືい࡚いるソフトウࠊ࡚ࡗᚑࠋよい࡛ࡅࡔ

とࡁにࠊどのよ࠺な✀㢮のࢹータ（ࡓとえࠊࡤかな文Ꮠ列と₎Ꮠ文Ꮠ列のᑐᛂ表）が࠶る

の࠺ࢁࡔかと考えるࡇとはᚲせ࡛ࠊࡶそࢀがどのよ࠺な≀理的፹యにグ᠈࡚ࢀࡉいるのか

ーム௨ࢤ࢜ࢹࣅࠊは࢔࢙ードウࣁ࠺のグ᠈፹యとい✀ྛࠊࡓࡲࠋ考えるᚲせはないࢆ࡛ࡲ

እのソフトウ࢔࢙のࢹータࢆ⵳えるのにࡶ用いるࡇとが࡛ࡁるࠋ 

言語と⬻に話ࢆᡠすとࠊ言語とい࠺ソフトウ࢔࢙は⬻ࡴྵࢆேయといࣁ࠺ードウ࢔࢙に

よ࡚ࡗ実⌧࡚ࢀࡉいる࠶ࠋる≉ᐃのソフトウ࢔࢙は࠶る≉ᐃのࣁードウ࡛࢔࢙ないと原理

的に実⌧࡛ࡁない࡛ࡅࢃはないからࠊ言語ࢆ考えるに࡚ࡗࡓ࠶はࠊ⬻のヲ⣽はと࠶ࡾえず

↓視し࡚考え࡚よいࡃࡺࡃࡺࠋは⬻のࡇとࡶ考えるᚲせが出࡚ࡃるࠋ࠺ࢁࡔソフトウ࢔࢙

とࣁードウ࢔࢙は஫いにไ⣙ࢆㄢすから࡛࠶るࠋコンピュータに関し࡚言えࠊࡤ௬名₎Ꮠ

ኚ᥮ソフトウ࢔࢙は新しࡃ༢語ࢆⓏ㘓࡛ࡁるࠋつࠊࡾࡲ辞書のࢹータは᭦新ྍ⬟࡛࠶からࠊ

DVD のよ࠺な᭦新୙ྍ⬟な፹య࡛はなࣁࠊࡃードࢹィスクのよ࠺な᭦新ྍ⬟な፹యにグ᠈

ไࢆ࢔࢙ードウࣁ実⌧ྍ⬟なࢆࢀはそ࢔࢙ソフトウࠊに࠺のよࡇࠋならないࡤࢀࡅなࢀࡉ

⣙するࣁࠋードウࡶ࢔࢙そࢀが実⌧ྍ⬟なソフトウࢆ࢔࢙ไ⣙するࡓࠋとえࣈࠊࡤルーࣞ

イࢹィスクにグ㘓࡚ࢀࡉいる最近のࢤームのࢹータࢆ㛗い⣬ࢸープに⛣すࡇとは原理的に

はྍ⬟ࡔがࠊそࢆࢀ౑ྠ࡚ࡗじよ࠺にࢤームࢆするࡇとは࡛ࡁないࠋ言語につい࡚ࠊࡶே

㛫の言語࠶ࢆらࡺる㠃࡛ẕ語話⪅のᕦみ࡛ࡉ౑࠺とい࠺ᶵ⬟が実⌧࡛࡚ࡁいるのはࢆ⬻ࠊ

いない࡚ࡁ࡛⌧コンピュータ࡛は実ࡸ他のື≀のయࠊ࡛ࡅࡔ࢔࢙ードウࣁ࠺ேయといࡴྵ

しࡶになるか࠺るよࡁ࡛⌧実ࡶ࡛࢔࢙ードウࣁ今のࡤࢀが㐍Ṍす࢔࢙ソフトウࠊしࡔࡓ）

஫いがࠊཧ↷しྜいながらࠊの研究は࢔࢙ードウࣁの研究と࢔࢙言語のソフトウࠋ（ないࢀ

 ࠋࡔのが理᝿ࡃい࡚ࡗྜࡅຓࢆ発ᒎࠊ᪉のไ⣙᮲௳とし࡚ാい୍࡚࠺ࡶ

௨上࡛ࠊ「頭」といࡇ࠺と࡛ఱࢆ言いࡓいのかがᑡしは᫂らかになࡓࡗの࡛はないかࠋ⬻

といࣁ࠺ードウ࢔࢙が実⌧し࡚いるᶵ⬟・ソフトウ࢔࢙のࡇと࡛ࠊ大㒊ศは意㆑に上らな



－ 8－

『日本語・日本文化研究』第 30 号（2020）

  
 

 
 

いࣞベル࡛࠶るࡇࠋのよ࠺なࣞベルの頭は「f-心」（functional mind）とジャッケンドフ

（2002/2006）࡛言ࢀࢃるࡶの࡛࠶るࠋそのࣞベルに࠾い࡚(2)aЍb にぢらࢀるよ࠺な言語

のつ๎性ࢆᤊえよ࠺とするにはソフトウ࢔࢙の中㌟がど࠺な࡚ࡗいるのかࢆ考えるᚲせが

ࠊいるのか࡚ࢀࡉにཧ↷・ฎ理࠺がどのよࢀそࠊ࡚ࡗ࠶ータがࢹな構造の࠺どのよࠋる࠶

பࠋࠎそࢀが言語理論となるࡇࠋの研究ጼໃはࠊチョムスキー（1965/2017: 37）の心理୺

義（mentalism）の❧ሙに❧ࠊࡕ言語⾜ືの根本に࠶る心的実ᅾࢆ᥈ồするといࡇ࠺と࡛࠶

るࠋチョムスキーが⥆࡚ࡅ㏙࡚࡭いるよ࠺にࠊ言語౑用につい࡚のほᐹࠊ཯ᛂ性 （ྥഴ性）ࠊ

⩦័などはࠊそࢀ自యは᥈ồのᑐ㇟࡛はなࠊࡃ௬ㄝࢆ❧࡚るに࡚ࡗࡓ࠶のࢹータにすࡂな

いࡓࠋとえࠊࡤ「ࠐࠐ語ࢆẕ語とする��語学⩦⪅のڹڹ文の౑用実態」のよ࠺な研究がࠊ

እᅜ語ᩍ⫱࡬のᛂ用に㔜Ⅼࢆ⨨いࡓ言語研究࡛よ࠶ࡃるがࠊ౑用実態のよ࠺な心のእに࠶

るࡶのは心理୺義の言語学が究᫂しよ࠺とし࡚いるࡶの࡛はないࠋ 

RFT の᥈ồするࣞベルについ࡚࠺ࡶᑡし⊃ࡓࡁ࠾࡚ࡵいࠋ言語の፹య̿㡢ኌࠊ文Ꮠࠊ手

話のືࠊࡁⅬᏐなど̿はᤞ㇟するࠋ日本語ࡸⱥ語のよ࠺な㡢ኌ言語はࠊ文Ꮠ࡛表グし࡚ࡶ

大యྠじᶵ⬟ࢆᯝࡓすࠋ㡢波とインクのᰁみは඲ࡃఝ࡚いないのにྠࠊじよ࠺にാࡃとい

㡢ኌࠊんࢁࡕࡶࠋ࠺ࢁࡔࡁ࡭ると考える࠶いるࣞベルが࡚ࡗに扱࠺頭がྠじよࠊとはࡇ࠺

言語ࢆ 100%表グ࡛ࡁる࡛ࡅࢃはないしࠊ㏫ࠋࡾ↛ࡓࡲࡶとは言えࠊ㡢ኌ言語か書グ言語か

のどࡕらか࡛しか表⌧࡛ࡁないࡇとはࠊどࡕらかといえࡤே㛫言語の表⌧するࡇとの࿘㎶

的な㒊ศࠋࡔそ࡛࠺なࠊࡤࢀࡅ大᫇は඲࡚㡢ኌࡶࡓࡗࡔのがࠊ⌧௦に࠾い࡚ࡇんなにᗈࡃ

文Ꮠに⨨ࡁ᥮えら࡚ࢀいるはずがないࠋRFT ࡛は他のศ㔝のከࡃの言語研究とྠᵝにࠊ፹

యに関ಀなࡃ言語が表ࡏる㒊ศࢆ扱ࡇ࠺とにするࠋ 

2.1.2 ᣦ♧とᣦ♧ཧ↷フ࢓イル  
2.1.2.1 語用論的ᣦ♧・意味論的ᣦ♧ 

RFT ࡛はࠊᣦ♧につい࡚の研究࡛扱ࡓࡁ࡚ࢀࢃ表⌧がከࡃ扱ࢀࢃる（山泉（本巻）࡛㏙

RFTࠊ඲యは㇟⌧ࡓࡁ࡚ࢀࢃᚑ᮶ᣦ♧と言ࠊࡾる㏻࡭ のᑕ⛬ࢆ㉸える）ࠋᣦ♧といࢀࢃる⌧

㇟には 2 ㏻ࡾのᤊえ᪉が࠶るとࢀࡉる（Abbott 2010: 1.1）1ࠋ つはࠊ論理学的言語哲学୍࡛

⯡的なࠊ意味論的ᣦ♧と言ࢀࢃるࡶの࡛ࠊ言語表⌧（౛えࡤ「ࡤなな」）とᣦ♧ᑐ㇟（「ࡤ

なな」とい࠺名๓の⊧）の 2 㡯関ಀ࡛࠶る࠺ࡶࠋ 1 つは語用論的ᣦ♧と言ࢀࢃるࡶの࡛ࠊ

言語౑用⪅（ᙜ座は話し手か⪺ࡁ手かࢆ問ࢃない）と౑用ࡓࢀࡉ言語表⌧（「ࡤなな」）と

そのᣦ♧ᑐ㇟（「ࡤなな」とい࠺名๓の⊧）の 3 㡯関ಀ࡛࠶るࠋ 

๓節࡛㏙ࡓ࡭よ࠺にࠊRFT はᣦ♧が⾜ࢀࢃる᫬に言語౑用⪅の頭の中࡛㉳࡚ࡗࡇいるࡇ

とࢆゎ᫂しよ࠺とし࡚いるࠋᚑࠊ࡚ࡗ言語౑用⪅が関୚し࡚いる語用論的ᣦ♧ࢆ≉に扱ࠋ࠺

語用論的ᣦ♧の᪉がほᐹྍ⬟な⌧㇟に༶し࡚いるとい࠺意味࡛基♏的な⌧㇟࡛ࠊ意味論的

ᣦ♧はそࡇからఱらかのᢳ㇟化ࡶࡓ⤒ࢆのࡔと考えらࢀるࠋ意味論的ᣦ♧（ࡓとえࡤ上の

ࠋる࠶࡛⬟語用論的ᣦ♧はྍࠊࡶ࡚ࡃ๓ᥦとしなࢆ（関ಀ࠺ᣦすといࢆ⊧る࠶が「ななࡤ」

手が理ࡁ⪺ࢆࢀそࠊと言い「ななࡤ」๓にࢆ⊧とのないࡇࡓࢀࡤと࿧「ななࡤ」ࠊࡤとえࡓ
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ゎするならࠊ語用論的ᣦ♧は☜かにᡂ❧し࡚いるࠋ 

語用論的ᣦ♧と意味論的ᣦ♧࡛はࠊᣦ♧するとࢀࡉる言語表⌧の⠊ᅖが␗なる（Abbott 

㇟ᑐࢆ≀い஦ࡓࡾが語ࠎᡃࠋらないࢃ名詞句௨እはᣦ♧に関ࠊ語用論的ᣦ♧࡛はࠋ（2010

（entity）とし࡚㑅ࡧ出すのに౑࠺表⌧は名詞句ࡔࡅࡔから࡛࠶るࠋ“Stop!”ࡸ「⇕ࡗ㸟」

のよ࠺な名詞句ࡲྵࢆない文に࠾い࡚はࠊ言語化ࡶࡓࢀࡉののᑐᛂ≀ࢆ考える㝈ࠊࡾఱࡶ

ᑐ㇟とし࡚は言語化࡚ࢀࡉいないと➹⪅は考えるືࠋ詞（句）ࡸ形ᐜ詞（句）࡛表ࢀࡉる

஦態ࡸ性㉁につい࡚ࠊࡶそࢀについ࡚語るとなるとࠊ「᫂日᪩ࡃ㉳ࡁるࡇと」ࡸ「㍍ࡉ」の

よ࠺に名詞句とし࡚表ࢀࡉるࡇࠋのሙྜにはࠊそࢀらのࡇとࢆᑐ㇟とし࡚ᣦ♧が⾜࡚ࢀࢃ

いる୍ࠋ᪉ࠊ意味論的ᣦ♧࡛はືࠊ詞ືࠊ詞句ࠊ形ᐜ詞ࠊ๪詞などࡶᣦ♧ࢆするとみなࡉ

♧語用論的ᣦࠋに࠺よ࠺ᣦ♧するといࢆ形ᐜ詞はᒓ性ࠊࡤとえࡓࠋないࡃとがᑡなࡇるࢀ

のぢ᪉ࢆ取る RFT ࡛はࠊ名詞句（の大㒊ศ）ࡅࡔがᣦ♧ࢆする̿ཝᐦにはࠊᣦ♧ཧ↷フ࢓

イル（かその୍㒊）にᑐᛂする̿と考えるࠋ➹⪅の直ほ࡛はࠊ名詞句が世界にᑐし࡚⾜ࡗ

࡚いるࡇとはືࠊ詞ືࠊ詞句ࠊ形ᐜ詞が世界にᑐし࡚⾜࡚ࡗいるࡇととは㉁的に␗なࠊࡾ

ู扱いすࡔࡁ࡭と思ࢀࢃるࡇࠋの直ほࢆṇᙜ化するࡇとはࡓࡲࠊのᶵ会にヨみࡓいࠋ 

2.1.2.2 ᣦ♧ཧ↷フ࢓イルとは 
語用論的ᣦ♧が⾜ࢀࢃるとࠊࡁ言語౑用⪅の頭の中࡛はఱが㉳࡚ࡗࡇいるの࠺ࢁࡔかࠋ

ࡅぢつࢆななࡤが⚾ࠊࡤとえࡓ 「ࡡࡔ࠺そ」はࡓな࠶ࠋ࠺に言ࡓな࠶と「ࡔななࡤࠊ࠶࡚」

と言ࠋ࠺ᑡなࡃとࡶ 21 世⣖ᗎ盤に࠾い࡚はࡇࠊのよ࠺なࡇとは⚾࠶ࡶなࡶࡓே㛫࡛なࢀࡅ

ࢀらࡅつࡧ⤖が⊧ࡠఝつかࡶとはఝ࡚ࢀそࠊ㡢ኌと࠺banana/とい/ࠊは࡛ࡇࡇࠋないࡁ࡛ࡤ

る̿ࡇのよ࠺なࡇとがྍ⬟なのは࠶ࡸ⚾ࠊなࡓの頭の中࡛ࡤࠊななにᑐᛂする心的な構造

が㡢ኌとその⊧ࢆ௰௓し࡚いるからࡔと考えるのが୍␒自↛ࠋ࠺ࢁࡔそのよ࠺なᑐ㇟にᑐ

ᛂする心的構造యࢆᣦ♧ཧ↷フ࢓イル（RF と␎す）と言ࠋ࠺RF の中㌟ࢹࠊータ構造につ

い࡚は⣬ᖜの㒔ྜ࡛๭ឡするࠋRF は心的表㇟の୍✀࡛࠶るࠊと取ࡾᩒえずは理ゎし࡚よ

いࡔࡓࠋしࠊ表㇟とい࠺考え᪉はࡾࡲ࠶㐺ษ࡛ない（山泉 2020, 本巻）ࠋ 

なࠊ࠾表㇟とはࠊఱかの௦ࢆࡾࢃするࡶののࡇと࡛࠶るࠋ౛えྑࠊࡤ手の⸆ᣦ・中ᣦ・

ぶᣦのඛࠊࡏࢃྜࢆᑠᣦとேᕪしᣦࢆ❧࡚る手の形ࢆぢࠊ࡚ࡏ「ࢀࡇはఱ࡛し࠺ࡻ㸽」と言

≵ࠊேはࡓࢀか⪺ࠋとは⟅えない「のྑ手ࡓな࠶」ࠊ大᢬のேは「≴㸽」などと⟅えࠊと࠺

とい࠺そࡇにないࡶのࢆその形のྑ手が⌧≀の௦ࡾࢃとし࡚表し࡚いるとཷࡅ取ࡓࡗとい

そࠊࡾ࠶の表㇟は心のእにࡇࠋる࠶࡛㇟手は≴の表ྑࡓしࢆその形ࠊࡁのとࡇࠋࡔとࡇ࠺

ࠋる（心的表㇟）ࢀると考えら࠶ࡶ表㇟は心の中にࠋる（公的表㇟）ࡁにいるேが共᭷࡛ࡇ

࣑࢜ロࠊるのはࢀ考えらࢁいࢁいࢆとࡇの࣑࢜にいないロࡇジュリエットがそࠊࡤとえࡓ

にᑐᛂする表㇟がジュリエットの心に࠶るからࡔと考えらࢀるࡗࡶࠋとࠊࡶ┠の๓にいる

ேのࡇとࢆ考えるにࠊࡶそのேにᑐᛂする心的表㇟はᚲせとなるࠋ心的表㇟がなࠊࡤࢀࡅ

ジュリエットがい࡚ࡶジュリエットとࢃからないࠋ࠺ࢁࡔ 

/banana/ࠊཝᐦにはࠊࡁるとࢀらࡅ௜ࡧ⤖௓し࡚⊧とࢆ㇟名詞句が心的表࠺とい「ななࡤ」
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のよ࠺な㡢ኌにᑐᛂしࡓ名詞句の心的表㇟࠶ࡶるはずࢀࡇࠋࡔとࡤななにᑐᛂしࡓ RF が

心に࠾い࡚⤖ࡧつࡇࡃと࡛ᣦ♧とい࠺⌧㇟がྍ⬟になるࠋ名詞句の心的表㇟自యはࡤなな

の RF ࡛はないࠋ「ࡤなな」௨እの名詞句ࠊ౛えࡤ「బ⸨ࡉんの⊧」࡛ྠࡶじ RF にᑐᛂࡉ

 ࠋ名詞句の心的表㇟はᤞ㇟し࡚考えるࠊ௨ᚋ本✏࡛はࠋࡔるからࡁとが࡛ࡇるࡏ

 

2.2 � 㐍化的・語用論的基盤（スコット�フィリップス 201�/近刊） 
RFT のᣐ࡚ࡗ❧つ言語ほの୍࠺ࡶつの基盤とな࡚ࡗいるのがࠊスコット-フィリップス 

（2015/近刊）の関連性理論（スペルベル㸤ウィルソン 1995/1999 など）に基࡙ࡃ言語㐍化

のㄝがᥦ♧する言語コ࣑ュニケーションほ࡛࠶るࢆࢀࡇࠋジャッケンドフの心のぢ᪉とྜ

యࡏࡉるࡇとに問題はないと➹⪅は考えるࠋ 

2.2.1 コ࣑ュニケーションのࡾࡸ᪉：コードࣔࢹルと意ᅗ᫂♧・᥎論ࣔࢹル 
2.2.1.1 コードࣔࢹル・コ࣑ュニケーション 

ே㛫はどのよ࠺に言語ࢆ౑࡚ࡗコ࣑ュニケーションࢆし࡚いるのか୍ࠋつの理ゎはࠊ௨

ୗのよ࠺なࡶのࠋࡔ話し手にఏえࡓい思考が࠶るࢆࢀࡇࠋ話し手は心の中の辞書・文ἲࠊ

つࠊࡾࡲ日本語などの౑用する言語の語ᙡ㡯┠とその⤌みྜࡏࢃ᪉につい࡚の知㆑ࢆ用い

ཷࢆࢀ手はそࡁ⪺ࠋするࡾࡓ文Ꮠに書いࡾࡓኌに出しࢆࢀそし࡚そࠋసるࢆ⌧言語表ࠊ࡚

手は話し手ࡁ⪺ࠊࡤࡅいࡃ上手ࠋゎㄞする࡚ࡗ手の心の中の辞書・文ἲにᚑࡁ⪺ࠊࡾ取ࡅ

がఏえࡓかࡓࡗ思考ࢆ᚟ඖするࠋᅗにࡲとࡵるとୗのよ࠺になるࠋ 

ュニケーショ࣑言語コࢆルࢹュニケーションの࣑ࣔるコࢀࢃルと言ࢹコードࣔࠊはࢀࡇ

ンに࡚࠶はࡶࡓࡵのࠋࡔ上のᅗᘧ୍ࢆ⯡化するとୗのよ࠺になるࠋ 

発信⪅は࠶る⎔ቃ

に࠾い࡚ࠊコード化

つ๎にᚑ࡚ࡗシࢼࢢ

ルࢆ発するࠋそࢀが

✵Ẽࡸ水などのチャ

ンࢿルࢆ㏻し࡚ཷ信⪅にᒆࡃとཷ信⪅はコードゎㄞつ๎にᚑ࡚ࡗ཯ᛂࢆするࠋ 

࢜࢜ࠊࡤとえࡓࠋるࡲは࡚࠶ࡃュニケーションには上手࣑ே㛫௨እのコࠊルはࢹのࣔࡇ

シ）ࡃ発ぢする（⎔ቃ）とピョウと㬆ࢆの大ேの㞝はኳᩛの㇮⊶࠺ンといࣀエࢢジロࢼࣁ

ル）（実㝿にはࢼࢢ 1 ᗘࡅࡔ㬆࡛ࡅࢃࡃはないࠋArnold and Zuberbühler, 2006）ࠋそࢆࢀ⪺い

発ࠊ࡚ࡗࡓ࠶に࠺⾜ࢆュニケーション࣑ル・コࢹコードࣔࠋの௰㛫は木にⓏる（཯ᛂ）⩌ࡓ

信⪅・ཷ信⪅はそࢀࡒࢀ≉ᐃの⎔ቃと≉ᐃのシࢼࢢルの発信ࠊ≉ᐃのシࢼࢢルのཷ信と≉

話し手� � � � � � � � �  � �  手ࡁ⪺ 
ఏえࡓいࡇと� � � � �   ఏࡇࡓࡗࢃと 
Ў辞書・文ἲ࡛コード化 �   Ќ辞書・文ἲ࡛コードゎㄞ 
言語表⌧Ѝチャンࢿル（✵Ẽࡸ⣬）Ѝ言語表⌧� � � � � � � � �  

言語コ࣑ュニケーションに࡚࠶はࡓࡵコードࣔࢹル 
 

発信⪅� � � � � � � � � � � � � � ཷ信⪅ 
�る⎔ቃ࠶ � � � � � � � � � � � �  る཯ᛂ࠶
Ўコード化つ๎� � � � � � � � � � � Ќコードゎㄞつ๎ 
シࢼࢢルЍチャンࢿルࢆ㏻し࡚㏦るЍシࢼࢢル 

コ࣑ュニケーションのコードࣔࢹル 
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ᐃの཯ᛂࢆ連ྜࡏࡉるࡇとࡉえ࡛ࡤࢀࡁよいࠋ「ピョウ」と⪺いࢼࣁ࢜࢜ࡓジロࢢエࣀンはࠊ

しかࠋないࢀしࡶか࠺ࡲし࡚ࢀら࡭から㣗ࡔのኳᩛࠎョウはᡃࣄࠋࡔ࠺そࡓョウが᮶ࣄࠑ

しࣄࠊョウは⣽い木のᯞにはⓏࡇ࡚ࡗらࢀないからࠊ⣽い木のᯞに㏨ࡤࢀࡆຓかるࠒ࠺ࢁࡔ

などと」㞧なࡇとࢆ考えらࢀなࡃとࠊࡶ཯ᑕ的に木にⓏࡉࡾえすࡇࠊࡤࢀのコ࣑ュニケー

ションが࡛ࡁるしࠊそのよ࠺な཯ᛂࢆするࡇとが⏕Ꮡに᭷฼࡛ࡤࢀ࠶㐍化の⤖ᯝそのよ࠺

な཯ᛂࢆⓙがするよ࠺になࡾᚓるࠋ 

2.2.1.2 意ᅗ᫂♧�᥎論コ࣑ュニケーション（2,&） 
ே㛫のコ࣑ュニケーションのከࡃはࠊコードࣔࢹル࡛はᤊえらࢀないࡲ  5ࠋずࠊ௨ୗの

よ࠺な言語ࢆ用いないࡶの（スコット-フィリップス 2015/近刊: 1.3 に࠶るࡶのࢆᨵኚ）ࢆ

᳨ウしよࠋ࠺ኴ㑻とⰼ子は夫፬࡛2ࠊ ேと࠶ࡶるࣅࣞࢸ␒⤌がࣂカらしいと思࡚ࡗいるࠋ

しかしࠊ཭ேࡕࡓがパーࢸィー࡛その␒⤌につい࡚ࠊ「⣲ᬕらしいࠊឤືしࡓ㸟」と┒ࡾ上

が࡚ࡗいるࠋኴ㑻はⰼ子の᪉ྥࢆい࡚⫪ࢆすࡵࡃるジ࢙スチャー（🤷🤷）ࢆしࠋࡓⰼ子はそ

 ࠋࡓࡗかࢃࡃとがఱとなࡇとし࡚いる࠺ኴ㑻がఏえよࠊにẼ௜い࡚ࢀ

ࢀるኴ㑻の⨨か࠶࡛⪅発信ࠋないࡲ㥆ᰁࡃルに඲ࢹュニケーションはコード࣑ࣔのコࡇ

は⣲ᬕࡕࡓ཭ேࢆ⤌␒ࣅࣞࢸいる࡚ࡗカらしいと思ࣂるⰼ子が࠶࡛⪅ቃ（ኴ㑻とཷ信⎔ࡓ

らしいと┒ࡾ上が࡚ࡗいる）とኴ㑻の発しࡓシࢼࢢル（🤷🤷）の㛫の⤖ࡧつࡁが2ࠊ ேの㛫

に࠾い࡚࡚ࡵึ࡛ࡇࡇ⏕じࡓとし࡚ࡇࡶのコ࣑ュニケーションは࡛ࡁるࠋ࠺ࢁࡔそのシࢢ

ュニケーション࣑ルのコࢹコードࣔࠊしかしࠋる࠶ᵝ࡛ྠࡶࡁつࡧ⤖ルとⰼ子の཯ᛂのࢼ

は2ࠊ つの⤖ࡧつࡁのどࡕらかがඛにࢨࢹイン୍࠺ࡶࠊࢀࡉ᪉が⥆い࡚ࢨࢹインࢀࡉるࡇ

と࡛自↛発⏕する（ྠ書 2 章）ࠋその 2 つはࠊఱ世௦にࡓࢃࡶる⣔統㐍化によ࡚ࡗ㉳ࡇる

1ࠊに࠺のよ（Scott-Phillips 2010）ࡁチンパンジーのẕ子㛫のᤵஙつつࠊるし࠶ࡶとࡇ 世௦

の㛫にインタラクションが⧞ࡾ㏉࡚ࢀࡉ㉳ࡇるࡇと࠶ࡶるࠋいずࢀにࡏよ࢔ࠊクションと

リ࢔クションがどࡕら࠺ࡶࡶ∦᪉のࡵࡓにࢨࢹインࡓࢀࡉペ࢔とい࠺意味࡛のコ࣑ュニケ

ーション（スコット-フィリップス 2015/近刊: 2.2）はࠊコードࣔࢹルのሙྜにはいࡁなࡾ

自↛発⏕するࡇとはないࠋ 

ュニケーションはコー࣑のコࡇࠊࡶⅬ࡛࠺るかといࢀࢃルが౑ࢼࢢなシ࠺どのよࠊࡓࡲ

ドࣔࢹル・コ࣑ュニケーションとは大ࡃࡁ␗なるࠋ上の౛࡛は⫪ࢆすࡵࡃるジ࢙スチャー

┱୧ࠋࡔ࠺そࡾ࠶ࡶら࡛ࡃいࡶⅭは他に⾜ࡓࢀⰼ子にఏえらࢆとࡇじྠࡰ࡯ࠊがࡓࡗ࠶࡛

ࢀࡇࠋࠎ➼るࡆ上ࢆࡅࡔ➃らのࡕ口のそࠊぢ࡚ࢆ୧┠࡛ᶓࠊるࡏࡲらࡃࡩࢆ㢋ࠊるࡆ上ࢆ

らのジ࢙スチャー࡛はࠊそࢀࡒࢀに័⩦的に⤖ࡧつい࡚いるྰᐃ的態ᗘがኴ㑻の཭ேࡕࡓ

にᑐするྰᐃ的態ᗘࢆఏ㐩するのにᙺ❧࡚ࡗいるのは☜かࡔがࠊそࢀはᚲ㡲࡛はないࠋⰼ

子と┠࡚ࡏࢃྜࢆからࠊᚤ➗ん࡛ྠࡶじよ࠺なࡇとがఏえらࢀそࡔ࠺がࠊᚤ➗みにྰᐃ的

態ᗘが័⩦的に⤖ࡧつい࡚いるとは言い㞴いࠋどのሙྜにࠊࡶඛ⛬の「ピョウ」のሙྜの

よ࠺な༢⣧な連ྜが発信⪅とཷ信⪅の頭に࠶る࡛ࡅࢃはなࡉそࠋࡔ࠺ 

ᚑࡇࠊ࡚ࡗのよ࠺なコ࣑ュニケーションはコードࣔࢹルのコ࣑ュニケーション࡛はないࠋ
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コードࣔࢹル࡛はないࡇのよ࠺なコ࣑ュニケーションࠊ意ᅗ᫂♧-᥎論コ࣑ュニケーション

がどのよ࠺にし࡚㉳࡚ࡗࡇいるのかは᪤に 1.2.1 節࡛ㄝ᫂しࡓ㏻࠶࡛ࡾるࠋ話し手は意ᅗ

のドᣐࢆᥦ♧するࡁ⪺ࠋ手はコンࢸクストࢆཧ↷しつつࠊそࢀらから話し手の意ᅗࢆ᥎論

する6ࠋ OIC ࡛はࡲࡊࡲࡉなジ࢙スチャーなどが意ᅗのドᣐにな࡚ࡗい࡚ࠊそࣄࢆࢀント

にし࡚⪺ࡁ手は話し手の心ࢆㄞん࡛いる7ࠋ 

2.2.1.3 言語コ࣑ュニケーションにࡅ࠾る言語は୺かᚑか 
言語コ࣑ュニケーションࡶ OIC 言語はࠋる࠶の࡛ࡶࡓ用いࢆ意ᅗのドᣐに言語ࠊࡾ࠶࡛

語ࡸ文ἲつ๎などからなるコードࡔからࠊコードࣔࢹル・コ࣑ュニケーション࡛はないの

かとい࠺疑問に⡆༢に⟅え࡚ࡓࡁ࠾いࠋ≉に問題となるのがࠊ言語コードと心のㄞみྜい

の୺ᚑ関ಀ࡛࠶る（ヲしࡃはࠊスコット-フィリップス 2015/近刊: 1.5 ཧ↷）ࠋṇしࡃはࠊ心

のㄞみྜいが୺ࠊ言語がᚑ࡛࠶るࠋ上のパーࢸィーの౛のよ࠺に言語↓し࡛ࡶ OIC は࡛ࡁ

るがࠊそࢀに言語がຍࢃるࡇとによ࡚ࡗ OIC がよࡾ౽฼にな࡚ࡗいるࢀࡇࠋとは㏫の言語

が୺ࠊ心のㄞみྜいがᚑとい࠺考えは௨ୗのよ࠺なࡶの࡛࠶るࠋ言語によるメッࢭージの

コード化・コードゎㄞࡶ࡛ࡅࡔ言語コ࣑ュニケーションは࡛ࡁるがࠊ心のㄞみྜいࢆする

㐺ᐅ┬␎するなどしࢆいる㒊ศ࡚ࡗࡁࡾかࢃ）ュニケーションは࣑言語コࠊ࡚ࡗとによࡇ

࡚）ຠ⋡がよࡃなるࡕࡇࠋらの考え᪉の᪉が୍ࠊ⯡にࡶࡓࡲࠊしかすると言語研究⪅にࡶ

理論のᬯ㯲の๓ᥦとし࡚ᗈࡅཷࡃ入ࢀら࡚ࢀいるかࡶしࢀないࠋしかしࡇࠊの考え᪉は RFT

が᥇用するࡶの࡛はないࠋ 

なんとなࠊࡤࢀ言語࡛ࡅࡔはコ࣑ュニケーションが࡛ࡁないから࡛࠶るࡓࠋとえࠊࡤ「᫂

日ࣂイトࠋ」とい࠺⡆༢な発話ࢆ考えよ12ࠋ࠺ ᭶ 31 日にኴ㑻から「᫂日のパーࢸィー⾜

2ࠊ言語コードのほⅬからはࠊሙྜࡓࡗと言「ࠋイトࣂ᫂日」ⰼ子がࡓࢀ㸽」と⪺かࡃ つの

語が並࡭ら࡚ࢀいる࠶࡛ࡅࡔるࠋそࢀにࡶ関ࢃらずࡁ⪺ࠊ手は 2 つの語の意味よࡾከࡃの

1ࠋ取るࡅཷࢆとࡇ つはࠑࠊⰼ子は 1 ᭶ 1 日に࢔ルࣂイトࢆするࠒといࡓࡗよ࠺なࠊ言語࡛

᫂♧的にఏえよ࠺と意ᅗࡓࢀࡉと思ࢀࢃるࡇと࡛࠶るࠊࡓࡲࠋኴ㑻はࠑࠊⰼ子は࢔ルࣂイト

のࡵࡓに1ࠊ ᭶ 1 日のパーࢸィーに⾜かないࠒとい࠺非᫂♧的意味ࡅཷࡶ取るࠋ࠺ࢁࡔ非

᫂♧的意味にはࠊ「パーࢸィー」などࠊ発話࡛᫂♧的に表࡚ࢀࡉいないࡇとがከ࡚ࢀࡲྵࡃ

いるࡇとからࠊ「᫂日」と「ࣂイト」にコード化ࡓࢀࡉ意味がఱ࡛ࠊࢀ࠶そࢀらࡅࡔからࡇ

のよ࠺な㇏ᐩな意味ࡅཷࢆ取るࡇとが࡛ࡁないのは᫂らかࠋ࠺ࢁࡔ 

そࢀどࢁࡇかࠊどんな発話に࠾い࡚ࡶコードࡅࡔからは᫂♧的意味ࡉえỴᐃ࡛ࡁないと

言࡚ࢀࢃいる（言語的Ỵᐃ୙༑ศ性のࢸーࠊࢮカーストン 2002/2008: 1 章）ࠋつࠊࡾࡲどの

発話につい࡚ࠊࡶコードにはᚑいつつࡶ話し手の意ᅗしࡶࡓの࡛はない᫂♧的なࣞベルの

ゎ㔘ࢆ考えるࡇとがྍ⬟ࡔといࡇ࠺と࡛࠶るࡇࠋのࢸーࢮのṇྰはとࡶかࠊࡃ非᫂♧的意

味がコードからỴᐃ࡛ࡁないࡇとには␗論がないࠋ࠺ࢁࡔそし࡚ࠊ言語コ࣑ュニケーショ

ンはࠊ非᫂♧的意味࠶ࡶる⛬ᗘ話し手の意ᅗしࡓ㏻ࡾにఏࢃらないとᡂຌしࡓとは言えな

いࠋᚑࠊ࡚ࡗ言語コ࣑ュニケーションは言語コードࡁ࡛࡛ࡅࡔるࡶの࡛はないしࠊ言語コ
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ードが୺࡛心のㄞみྜいがᚑのコ࣑ュニケーション࡛ࡶないࠋ心のㄞみྜいが୺࡛ࠊそࢀ

言語コードがᙉຊにし࡚いるࢆ OIC  ࠋるࢀらࡅとが⤖論௜ࡇ࠺るとい࠶࡛

2.2.2 2,&  の：ㄞ心⬟ຊと㸰つの関連性原理ࡶにする⬟ྍࢆ
言語コ࣑ュニケーションはỴᐃ୙༑ศ性のࡵࡓにࠊ話し手・⪺ࡁ手どࡕらࡶがよࡃ知ࡗ

࡚いる言語ࢆ౑ࡓࡗとし࡚ࡶᡂຌしないࡇとが࠶るࡓࠋとえࠊࡤ「࠾いࡃつ࡛すか㸽」と⪺

か࡚ࢀᖺ㱋ࢆ⟅えࡓらࠊ他のࡶののᩘࢆ⪺かࡓࢀよ࠺なሙྜࠊコードゎㄞはṇしࢀࢃ⾜ࡃ

࡚い࡚ࠊࡶコ࣑ュニケーションはᡂຌし࡚いないࠋOIC はࠊ␌❵心のㄞみྜい࡛࠾ࠊࡾ࠶

஫いの心が上手ࡃㄞࡤࢀࡵᡂຌする࡛ࠋはࠊே㛫はど࡚ࡗࡸ࠺心ࢆㄞみྜࠊ࡚ࡗỴᐃ୙༑

ศ性ࢆ஌ࡾ㉺え࡚いるの࠺ࢁࡔかࠋ௨ୗ࡛はࠊ関連性理論に๎࡚ࡗㄝ᫂し࡚いࠋࡃ 

2.2.2.1 ㄞ心⬟ຊ：ே㛫は他ேの心がࡰ࡯ㄞࡵる 
ே㛫は他ேの心̿ఱࢆ知࡚ࡗい࡚ࠊఱࢆ知らなࠊ࡚ࡃఱࢆ知ࠊ࡚ࡃࡓࡾఱにὀ意ࡅྥࢆ

࡚い࡚➼̿ࠎが大యㄞࡵるࠋ౛え࠶ࠊࡤなࡓとே㛫のኴ㑻が୍⥴にᤵᴗ࡚ࡅཷࢆい࡚ࠊ✺

↛ᩍᐊの↷᫂がᾘえࡓとする（ウィルソン・ウォートン 2009: 71 の౛ࢆ拡ᙇ）ࠋኴ㑻はࡇ

の≧ἣୗ࡛どのよ࠺な᝟ሗにὀ意ࢆᡶ࠺ࢁࡔ࠺か㸽 ኴ㑻が┠がぢえ࡚い࡚ぬ㓰し࡚いる

の࡛ࠊࡤࢀ࠶↷᫂がᾘえࡇࡓとにὀ意ࢆᡶ࠺ࢁࡔ࠺とண᝿࡛ࡁるࠋそし࡚ࠊኴ㑻はそࢀに

ᑐし࡚ど࠺思࠺ࢁࡔ࠺か㸽 ೵㟁になࡓࡗかㄡかが↷᫂のスイッチ࢜ࢆフしࡓから↷᫂が

ᾘえࡓと考えるの࡛はないかࡶ࡛ࡇࡇࠋしࠊ㡢ኌがスピーカーからὶ࡚ࡅ⥆ࢀいࡓらࠊ೵

㟁࡛はないからࠊㄡかがスイッチ࢜ࢆフにしࡓとい࠺ண ࢆ๓よࡾ☜かなࡶのとし࡚ኴ㑻

は考えるよ࠺になるࠋ࠺ࢁࡔ上࡛㏙ࡓ࡭よ࠺に࡛ࢀ⩌ࠊᬽらし࡚いるே㛫（とその♽ඛ）

にとࠊ࡚ࡗ他ேの心ࢆㄞࡇࡴとに㛗࡚ࡅいるࡇとは⏕Ꮡ・⦾Ṫに᭷฼࡛࠶るࠋそし࡚ࠊ他

⪅の心ࢆㄞࡴ⬟ຊにはಶேᕪがࠊࡾ࠶その⬟ຊは࠶る⛬ᗘ㑇ఏするࠋそのࠊࡵࡓ心ࢆㄞࡴ

⬟ຊが㐍化するࠋ他⪅の心ࢆㄞࡴ⬟ຊが⩌ࢀの௰㛫よࡾ⚽࡛࡚いると⏕Ꮡ・⦾Ṫに᭷฼に

なるࡔࠋからࠊその⬟ຊはどんどん㐍化し࡚ࠊ㐙には OIC が࡛ࡁる࡯ど㧗ᗘなࡶの（ト 7

ཧ↷）になࡓࡗといࡇ࠺と࡛࠶るࠋなࡇࠊ࠾のよ࠺に他⪅の心がࡰ࡯ㄞࡵるのはே㛫ྠ士

コウࣔリが上のᩍᐊࡤとえࡓࠊ⪅いる࡚ࡗᣢࢆ自ศと␗なる認知⬟ຊࡶே㛫ࠋる࠶࡛ࡅࡔ

にᒃྜࡓࡏࢃሙྜにࠊどのよ࠺に心ࢆാかࡏるかはࠊ⣲ேにはண ࡛ࡁないࠋ 

ᩍᐊの౛はࠊὀ意など心のࢲイ࣑ࢼックなഃ㠃に関するࡶのࠋࡓࡗࡔそࢀよࡾ㟼的な知

㆑につい࡚ࠊࡶே㛫は他ேの心ࢆㄞࡇࡴとに非ᖖに㛗࡚ࡅいる2ࠋ ேの知ே̿࠶なࡓがよ

2ࠊい࡚࡚ࡗ知ࡃ ேྠ士ࡶ知ྜࡾい̿ࢆ思いᾋか࡯࡚࡭しいࠋそのே㐩がそ࠶ࠊࢀࡒࢀな

࡚ࡗ知ࡃどの⛬ᗘヲしࢆࠎ➼ࠊᐙ᪘ࠊṔ⤒ࠊのዲみ≀࡭㣗ࠊࢁࡇについ࡚ఫん࡛いるとࡓ

いるかࢆ考えるとࠊ実㝿に話しࡇࡓとがないࡇと࡛ࠊࡶどの⛬ᗘ知ら࡚ࢀいるかはண᝿が

௜ࡶࠋࡃしそのேとそࢀについ࡚話すとしࡓらࠊそのண᝿ࢆඖに話ࢆጞࡵらࢀるࠋ知ே 2

ேが࠾஫いについ࡚どのよ࠺なࡇとࢆどࡃࢀらいヲしࡃ知࡚ࡗいるかྠࡶᵝ2ࠋࡔ ேがそ

のよ࠺なࡇとについ࡚話し࡚いるのࢆぢࡇࡓとがなࡃとࠊࡶどのよ࠺なࡇとࢆどの⛬ᗘヲ

しࡃ知࡚ࡗいるかはなんとなࡃண᝿がつࠋࡃコードが共᭷࡚ࢀࡉい࡚ࡶᡂຌが保ドࢀࡉな
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い OIC とは非ᖖに㔜せ࡛ࡇ࠺るといࡵ大యṇ☜にㄞࢆ心の中㌟ࠊ࡚ࡗࡓ࠶るにࡏࡉᡂຌࢆ

㎸ん࡛表♧する⬟ຊがࡵᇙࡶఱ㔜にࢆ他ேの心ࠋる࠶ OIC そࠊがࡔする上࡛ᚲせ୙ྍḞࢆ

の⬟ຊࢆάかすにはࠊ他ேの心の表♧が大యṇ☜࡛なࡤࢀࡅならないから࡛࠶るࠋ 

2.2.2.2 関連性の認知的原理 
௨上はࠊコ࣑ュニケーションとは関ಀないሙ㠃࡛他ேの心が大యㄞࡵるとい࠺話࡛ࡗ࠶

大యணࡶとࡇるࡇሙྜに他ேの心に㉳ࡓしࢆる≧ἣ࡛他ேにఱか࠶自ศがࠊんࢁࡕࡶࠋࡓ

ࢁኴ㑻のᚋࠊるしࡁ࡛ とண࠺ࢁࡔしいとឤじる╆ࡤࢀࡅྥࢆኴ㑻に᠜中㟁ⅉࠋるࡁ࡛ 

࡛ఱᗘࡶ手ࡤࡅ྇ࢆ᣺ࡾ㏉る࠺ࢁࡔとண ࡛ࡁるࠋなࡐே㛫のኴ㑻のሙྜにはど࠺思࠺か

が大యண᝿が࡛ࡁるのかࡲࠋずࠊ๓㏙の㏻ࠊࡾே㛫は他⪅の心的≧態ࢆ表♧する㧗ᗘな⬟

ຊが࠶るといࡇ࠺とが๓ᥦとなるࠋそし୍࡚࠺ࡶつのᡂᅉはࠊே㛫ྠ士が௙⤌みࡸാࡁ᪉

が大యྠじ認知シスࢸムࢆᣢ࡚ࡗいるࡇと࡛࠶るࠋ 

ே㛫の心のάືのከᵝ性ࢆ考えるとࠊ他⪅の心に㉳ࡇるࡇとが大యࢃかるといࡇ࠺とはࠊ

㦫ࡇࡁ࡭ࡃと࡛࠶るࠋ஬ឤの発㐩し࡚いるே㛫は้ࠊ ୍้と⭾大な่⃭ࡅཷࢆ取࡚ࡗいるࠋ

฼用ྍ⬟な㛗ᮇグ᠈ࡶ⭾大࡛࠶るࠋ他⪅につい࡚ࢆࢀࡇ඲࡚ண᝿すࡤࢀよい࡛ࡅࢃはないࠋ

୍᫬にὀ意ࡅྥࢆらࢀるእ㒊่⃭ࡸ฼用࡛ࡁるグ᠈はᴟࢃずか࡛࠶るからࠊどࢀが㑅ࢀࡤ

ならࡤࢀࡅᙜ࡚なࡶฎ理するか࠺どࢆ่⃭ࡔ㑅んࠊらにࡉࠋるࢀらࡵとがồࡇࡴㄞࢆかࡓ

ないࠋつࠊࡾࡲ認知シスࢸムがఱࢆ㑅ん࡛そࢆࢀど࠺ฎ理するかࢆᖖに（↓意㆑に）Ỵᐃ

しなࡤࢀࡅならないࠋ他⪅の認知シスࢸムがそのỴᐃࢆど࠺するかがே㛫ྠ士は大᢬ࢃか

るࠋே㛫の認知シスࢸムは㐍化的ᶵ⬟がྠじ࡛よࡃఝ࡚いるから࡛࠶るࠋ上࡛㏙ࡓ࡭よ࠺

な่⃭の㑅ᢥ・ฎ理のㄢ題ࢆᡃࠎの認知シスࢸムはᖖに୚えら࡚ࢀいるのࡔがࠊᡃࠎは̿

ே㛫௨እのື≀̿ࡶᴫࡡ上手࡚ࢀࡸࡃい࡚ࠊṚの༴㝤ࡔらࡅのࡇの世界に࠾い࡚ࠊすࡄに

はṚなないࠋ໚論ࢀࡇは⏕Ꮡࣂイ࢔ス࡛࠶るࠋ඲࡚の認知シスࢸムはື≀8がឤぬからの᝟

ሗࢆ最大㝈฼用しࠊ⎔ቃに࠶るリスクとዲᶵに㐺ษに཯ᛂするとい࠺ᶵ⬟ࢆᯝࡓすࡃ࡭㐍

化し࡚ࡶࡓࡁの（Mercier and Sperber 2017: 56）࡛࠶るࡔࠋから認知シスࢸムはᴫࡡ上手ࡃ

ാい࡚いるの࡛࠶るࠋᚑ࡚ࡗ上の「㐺ษに（཯ᛂする）」とい࠺のはࠊ究ᴟ的には⏕Ꮡ・⦾

Ṫに᭷฼なよ࠺にといࡇ࠺とࢆ意味するࠋ 

ᡃࠎの認知シスࢸムはࠊᖖにຠ⋡よࡃ知㆑ࢆ（⏕Ꮡ・⦾Ṫに᭷฼なよ࠺に）ᨵၿするよ

「㐩ᡂするࢆ関連性」専門的にはࢆとࡇ「ᨵၿするࢆ知㆑ࡃຠ⋡よ」ࠋる࠶ഴྥがࡃにാ࠺

と言いࠊそྍࢆࢀ⬟にする่⃭ࡸゎ㔘ࢆ関連性理論࡛はࠊ「関連性が࠶る（relevant）」と言

かそ࠺認知的ປຊにぢྜࠊ問題にし࡚い࡚ࢆンス࣐コストパフォーࠊとは「ࡃຠ⋡よ」ࠋ࠺

上回る᭷┈なᨵၿ（認知ຠᯝࢆࢀ cognitive effect）が࠶るといࡇ࠺と࡛࠶るࠋ関連性理論はࠊ

関連性の認知的原理とい࠺┳ᯈのୗにࠊ「ே㛫の認知は関連性の最大化にྥ࡚ࡅാࡃよ࠺

にな࡚ࡗいる」とい࠺୺ᙇࢆし࡚いるࠋ上㏙の㏻ࡇࠊࡾの原理はே㛫௨እの認知につい࡚

ࠊならないが9ࡤࢀࡅ୚えなࢆཝᐦには「関連性」に㐺ษなᐃ義ࠋる࠶るはず࡛ࡲᙜ࡚はࡶ

 ࠋ࠺ࢁࡔよい࡚ࡗると言ࢀࡉの原理は㐍化のほⅬからṇᙜ化ࡇ
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2.2.2.3 関連性のఏ㐩的原理 
関連性の認知的原理はࠊ発話ゎ㔘の㝿にࡶᡂࠊࡕ❧ࡾே㛫は関連性が最ࡶ大ࡃࡁなるよ

関連性のࠊ発話ゎ㔘の㝿にはࠊ関連性理論の୺ᙇによるとࠊそし࡚ࠋゎ㔘するࢆに発話࠺

ఏ㐩的原理「࠶らࡺる意ᅗ᫂♧的่⃭はそࢀ自యに最㐺な関連性がぢ㎸ࡵるࡇとࢆఏえる」

సする意ᅗ（᝟ሗ意ᅗ）᧯ࢆ手の心的≧態ࡁ⪺ࠊ意ᅗ᫂♧的่⃭とはࠋいる࡚ࡗ❧ࡾᡂࡶ

が࠶るといࡇ࠺とࢆఏえよ࠺とする意ᅗ（ఏ㐩意ᅗ）ࡶࢆ᫂らかにしよ࠺とし࡚いる่⃭

のࡇと࡛ࠊࡾ࠶発話は言語的な意ᅗ᫂♧的่⃭࡛࠶るࠋ「そࢀ自యに」とはࠊ「発話ࢆする

とい࠺⾜Ⅽ自యに」と理ゎし࡚よいࠋ「最㐺な」に㎸ࡵらࡓࢀ意味ࢆḟにㄝ᫂するࠋ 

๓㏙の㏻ࠊࡾே㛫は⭾大な่⃭の中から㝶᫬ὀ意ࡅྥࢆるࡶのࢆ㑅ࡤなࡤࢀࡅならないࠋ

大㒊ศの่⃭は㑅ࢀࡤないࡔࡅࢃがࠊ᮶ࡓሙྜにはࡰ࡯ᖖに㑅ࢀࡤる≉ูな่⃭が࠶るࠋ

ᡃࠎにྥࡅらࡓࢀ発話ࠊཬࡧその他の意ᅗ᫂♧的่⃭࡛࠶るࠋᡃࠎはࠊ自ศにྥࡅらࡓࢀ

発話にࡰ࡯ᖖにὀ意ࡅྥࢆるがࢀࡇࠊはな࠺ࢁࡔࡐかࠋே㛫の認知は関連性の最大化にྥ

㧗い関連性ࡶࡾᖖに他の่⃭からよࡰ࡯発話からはࠊからࡔいるの࡚ࡗにな࠺よࡃാ࡚ࡅ

がᮇᚅ࡛ࡁるࡔࡵࡓと考えらࢀるࠋそࢀがᡂࡓ❧ࡾないሙྜࠊ発話௨እ࡛非ᖖに㧗い関連

性の࠶るࡇとが☜実な่⃭ࢆฎ理し࡚いる最中はࠊᡃࠎは話しかࡅらࡶ࡚ࢀ発話ࢆ↓視し

よ࠺とするがࠊ実㝿には発話ฎ理は自ື的に⾜ࢀࢃるࡵࡓ඲ࡃ↓視するࡇとは㞴しいࠋ 

今ᗘは自ศが話し手のሙྜࢆ考えよࠋ୍࠺ ⥴にいる཭ேにఏえࡓいࡇとが࠶るࢀࡅどࠊࡶ

大し࡚㔜せなࡇと࡛はないとしよࠋ࠺཭ேがᬤそ࠺にし࡚いるならࡵࡓࠊらࡇ࠺となࡃそ

そんࠊらࡓࡗࡔࢁࡇるとࡵ㛤ᑒし࡚ㄞみጞࢆ཭ேが㔜せな手⣬ࠊ᪉୍ࠋ࠺ࢁࡔఏえるࢆࢀ

なࡇとࢆఏえよ࠺とはしないࡇࠋ࠺ࢁࡔの᫬࠶なࡓはࠊ手⣬のఏえる᝟ሗと࠶ࠊなࡓのఏ

えよ࠺とし࡚いるࡇとの཭ேにと࡚ࡗの関連性ࢆ↓意㆑にぢ✚࠶ࠊࡾࡶなࡓのఏえよ࠺と

し࡚いるࡇとの᪉が関連性がపいとุ᩿するから࡛࠶るࠋ➇ྜする่⃭よࡾ関連性のపい

る他のࡁその᫬にฎ理࡛ࡶ最ప࡛ࠋ࠺ࡲし࡚ࡗࢃ⤊ᚐປに࡚ࢀࡉ視↓ࠊࡶ出し࡚⏘ࢆ่⃭

่⃭よࡶࡾ㧗い関連性がなࡤࢀࡅ最㐺な関連性とは言えないࠋ発話ࡅྥࢆる⪅はࠊその発

話が⪺ࡁ手にと࡚ࡗ最ప࡛ࡶその⛬ᗘの関連性が࠶るとい࠺ᮇᚅࡁ⪺ࢆ手に抱かࡏるࠋ 

࡛はࡁ⪺ࠊ手はど࡯ࢀど㧗い関連性ࢆᮇᚅ࡛ࡁるの࠺ࢁࡔかࠋ話し手は⣧⢋に⪺ࡁ手の

る่࠶手に関連性のࡁ⪺ࠋはない࡛ࡅࢃとし࡚いる࠺よࡆ࠶ᨵၿし࡚ࢆ知㆑࡚ࡗ思ࢆࡵࡓ

ࡔるࢃኚࡶື⾜手のࡁ⪺ࢀ᪩かࢀ㐜かࠊのሙྜࡃከࠋるࢃ手の心はኚࡁ⪺ࠊࡤࢀ୚えࢆ⃭

とが࡛ࡇసする᧯ࢆ自ศの⎔ቃ࡚ࡗとによࡇするࢆ発話ࠊにし࡚話し手は࠺のよࡇࠋ࠺ࢁ

ࠋないࡶ࡛ࡲ࠺とは言ࡇとする࠺᭷฼な᪉に᧯సしよ࡚ࡗ話し手は自ศにとࠋる࠶るの࡛ࡁ

୙฼な᪉にኚ࡚ࡗとによࡇ発話するࠊࡶい࡚࡚ࡗとがศかࡇる࠶関連性が࡚ࡗ手にとࡁ⪺

最㐺な関連性は話し手のࠊに࠺のよࡇࠋ࠺ࢁࡔ発話はしないࠊࡤࢀ࠶とが᫂らか࡛ࡇるࢃ

㑅ዲ（preference）にไ⣙࡚ࢀࡉいるࠋ話し手はࠊ発話の⤖ᯝࠊ⎔ቃが⥲ྜ的に自ศにとࡗ

࡚᭷฼になるࡇとࢆఏえるࡃ࡭発話ࢆするの࡛࠶るࠋなࡇࠊ࠾のぢゎはࠊ言語コ࣑ュニケ

ーションは専ら༠ㄪのࡵࡓに⾜ࢀࢃるとい࠺ぢゎとは᫂らかに␗なるࠋᑐ❧し࡚い࡚༠ㄪ
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するつࡾࡶが୍ษない⪅ྠ士࡛࠾ࠊࡶ஫いが相手の心ࢆ᧯సしよ࠺としࠊࡓࡲࠊ相手の心

OICࠊとするሙྜ࠺ᚓよࢆ᭷┈な᝟ሗ࡚ࡗとによࡇࡴㄞࢆ は㉳ࡾࡇᚓるࠋ 

࡛はࠊఏえるࡇとが発話⪅の฼┈ࢆඖにỴࡓࡗࡲとし࡚ࠊそࢆࢀどのよ࠺に表⌧すࡤࢀ

ఏࢃるのかࠋ発話がど࠺ゎ㔘ࢀࡉるかはࠊ౑ࡓࢀࢃ言語表⌧ࡅࡔからはỴᐃ࡛ࡁない（๓

㏙のỴᐃ୙༑ศ性）ࡓࠋとえࠊࡤ「ᙼ」がどの男のࡇとなのかは言語表⌧ࡅࡔからはỴᐃ࡛

ࢆムࢸつ認知シス❧ࡾ関連性の認知的原理がᡂࠋるࢀࡉㄞ心⬟ຊがά用ࡶ࡛ࡇࡇࠋないࡁ

ᣢ࡚ࡗいる⪺ࡁ手はࠊ基本的には自ศにと࡚ࡗ最ࡶ関連性が㧗いゎ㔘ࢆするࡁ⪺ࠋ手の心

が大యㄞࡵる話し手はࡁ⪺ࠊ手が࠶る発話ࡅྥࢆらࡓࢀらࠊどのゎ㔘が⪺ࡁ手にと୍࡚ࡗ

␒関連性が㧗ࠊࡃ㑅ࢀࡤるかࡶ大యࢃかるࠋᚑ࠶ࠊ࡚ࡗるゎ㔘がྍ⬟な表⌧の中からࠊ話

し手のఏえࡓいࡇとが⪺ࡁ手にと࡚ࡗ最ࡶ関連性の㧗いゎ㔘になるよ࠺な表⌧ࢆ౑えࠊࡤ

ண がᙜ࡚ࡗࡓいる㝈ࡾに࠾い࡚ࡁ⪺ࠊ手は話し手の意ᅗしࡓゎ㔘ࢆし࡚ࢀࡃるࠋ࠺ࢁࡔ

認知ຠᯝのほⅬからはࠊ話し手がఏえࡓい⠊ᅖ࡛最ࡶ大ࡁな認知ຠᯝࡓࡶࢆらすよ࠺に表

ᑡないປຊ࡛㐩ᡂ࡛ࡃ࡭なるࢆ認知ຠᯝࡓその意ᅗしࠊฎ理ປຊのほⅬからはࠊࡧ㑅ࢆ⌧

話し手のㄞ心と表⌧の⬟ຊࠊ໚論ࠋな表⌧になる࠺そのよࠊと࡛ࡇࡪ㑅ࢆ⌧な表࠺るよࡁ

に㝈界はࠊࡾ࠶そのไ㝈の中࡛話し手は最ၿࢆᑾࡃすࢀࡇࠋがᮇᚅ࡛ࡁる最㐺な関連性の

上㝈࡛࠶るࠋ発話ࢆㄡかにྥࡅるといࡇ࠺とはࡇࠊのよ࠺な意味࡛の最㐺な関連性のᮇᚅ

 ࠋ関連性のఏ㐩的原理は୺ᙇし࡚いるࢆとࡇ࠺といࠊるࡏ抱かࢆ

2.2.3 言語と思考の㐍化につい࡚の⬺⥺ 
RFT は௨上の言語ほ・コ࣑ュニケーションほࢆ᥇用するࠋ言語はそࡶそࡶ OIC ᙉຊにࢆ

するࡇとࢆᶵ⬟とし࡚発⏕しࡓといࡇ࠺のㄝはࠊ言語は思考ࢆᙉ化するࡇとࢆᶵ⬟とし࡚

発⏕しࡓとい࠺ㄝとᑐ❧するࡇࠋのⅬに関し࡚はࠊスコット-フィリップス（2015/近刊）の

ᚋ書ࡁ（となるணᐃの文章ࠋ実は大㒊ศ➹⪅が書いࡓ）࡛ࡶ書いࡇࡓとࡔがࠊジャッケン

ドフ（2012/2019）はスコット-フィリップス（2015/近刊）とྠ意ぢのよ࠶࡛࠺るࠋ 

言語は⚾ࡕࡓの㐲い♽ඛに࠾い࡚ࠊコ࣑ュニケーションࢆᙉ化するࡶのとし࡚⌧ࡓࢀ

のかࠊそࢀとࡶ思考ࢆᙉ化するࡶのとし࡚⌧ࡓࢀのか㸽（よࡾ㐺ษな言い᪉ࢆすࠊࡤࢀ

言語ࡶࢆつࡇと࡛⚾ࡕࡓのඛ♽がᚓࡓ⦾Ṫのࡵࡓの฼Ⅼはࠊよࡾよいコ࣑ュニケーシ

ョンがとࢀる⬟ຊによるのかࠊそࢀとࡶよࡾよいᜠ考が࡛ࡁる⬟ຊによるのか㸽）[͐]

論㝕࠺といࡓࡗとんど関ಀなか࡯ュニケーションは࣑ーム・チョムスキーは[͐]コࣀ

ᙼが「እࠋࡓࡗ࠶思考࡛ࡓࢀࡉ୺せな革新とは構造化ࠊは࡚ࡗᙼにと 10ࠋいる࡚ࡗᙇࢆ

ᅾ化」と࿧ࡶࡪの̿自ศの思考ࡇ⪺ࢆえるよ࠺にኌに出す⬟ຊ̿はᚋの発㐩࡛ࡓࡗ࠶

と考えるࠋ[͐]⚾とし࡚はࠊ言語⬟ຊはコ࣑ュニケーションのᙉ化のࡵࡓに発㐩しࡓ

いࡓࡾとࢆሙ❧࠺といࠊࡓࡗ࠶に直⤖する思考のᙉ化はᕧ大な๪ຠ用࡛ࢀそࠊの࡛ࡶ

と思ࠋ࠺（ジャッケンドフ 2012/2019: 278） 

言語が思考ࢆᙉ化しࡇࡓとは疑いない（Jackendoff 1996: 8 章）ࠊࡔࡓࠋジャッケンドフの

意味の↓意㆑௬ㄝ（2012/2019）によるとࠊ発話の意味࡛࠶るᴫᛕそのࡶのࡸそࢆࢀ構造化
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しࡓ思考そのࡶのは意㆑࡛ࡁないࠋ意㆑࡛ࡁるẼがするのはࠊそࢀらに⤖ࡧついࡓ発㡢が

意㆑࡛ࡁるから࡛ࠊࡾ࠶ᴫᛕ・思考ࢆ᧯స࡛ࡁるのࠊࡶそࢀに⤖ࡧついࡓ発㡢ࢆ取ࡗ手（ࣁ

ンドル）とし࡚用いるࡇとが࡛ࡁるから࡛࠶る（山泉 本巻ཧ↷）ࠋ 

௨上がṇしいとし࡚ࠊ言語がコ࣑ュニケーションࢆᙉ化するࡶのとし࡚⌧ࡓࢀとい࠺ㄝ

と思考ࢆᙉ化するࡶのとし࡚⌧ࡓࢀとい࠺ㄝࢆẚ࡭るとࠊ言語によるコ࣑ュニケーション

がྍ⬟になࡓࡗಶయが⏕Ꮡ・⦾Ṫに࠾い࡚᭷฼になࡓࡗ⤖ᯝ㑅ᢥࢀࡉるといࡇ࠺との᪉が

ࡓࡗᣢࢆ言語ࠊらࡓとしࡓࢀ⌧のとし࡚言語がࡶᙉ化するࢆ思考ࠊ᪉୍ࠋらしいࡶとࡗࡶ

ಶయはいࡁなࡾ⊃ࡾ言ࢆ言い出しࡓといࠊ࠺信じ㞴いシࢼリ࢜になるࠊࡓࡲࠋ非言語の OIC

からࠊ文ἲのないプロト言語ࠊそし࡚」㞧な文ἲࢆᣢつ言語とい࠺₞ḟ的㐍化がࡓࡗ࠶と

考えらࢀるがࠊプロト言語のẁ㝵ࠊつࡾࡲ言語࡛命題࠶ࢆる⛬ᗘ⢭ᐦにコード化࡛ࡁない

ẁ㝵࡛思考ࢆእᅾ化し࡚ࡾࡲ࠶ࠊࡶ思考のᙺに❧ࡓなそࡔ࠺（ࢀࡇは༢なる思ᘚ࡛࠶る）ࠋ

ュニケーション࣑言語がコࠊい࡚࠾のኚ化に࡬言語ࡓࡗᣢࢆプロト言語から構造ࠊらにࡉ

࡛౑ࢀࢃるࡇとが㔜せࡔとい࡚ࢀࢃいる（スコット-フリップス 2015/近刊: 5.7）ࠋそࡔ࠺と

するとࠊ言語は思考ࢆ意㆑ྍ⬟にするࡇとࢆ㐍化的ᶵ⬟とし࡚ጞࡓࡗࡲとい࠺シࢼリ࢜は

 ࠋにない࠺そࡾ࠶すࡲすࡲ

ᙜࡓ㐍化しࠊ㆟論するሙྜࢆᅾの言語の性㉁⌧ࠊ根ᣐにࢆ⬟言語の㐍化的ᶵࠊんࢁࡕࡶ

ึから⌧ᅾに࠾い࡚そのᶵ⬟が本㉁的にྠじ࡛࠶るࡇとࢆ๓ᥦとしなࡤࢀࡅならないࡇࠋ

のⅬに࠾い࡚♧၀的なのはࠊ子౪の言語コ࣑ュニケーションの発㐩はࠊ᝿ᐃࢀࡉる言語㐍

化の㐣⛬（非言語 OIC からプロト言語的 OICࠊそし࡚大ேの言語コ࣑ュニケーション）ࢆ

手のࡁ⪺い࡚言語の根本的な性㉁が࠾発㐩の㐣⛬にࠋࡔとࡇ࠺㏉し࡚いるらしいといࡾ⧞

心的≧態の᧯సから思考の表♧࡬とኚࢃるࡇとはないの࡛ࠊࡤࢀ࠶言語の㉳源から⌧ᅾࡲ

࡛に言語の本㉁的ᶵ⬟がኚࡓࡗࢃと考えるᚲせはࠊᑡなࡃとࡶ཯ドが出る࡛ࡲは↓かࠋ࠺ࢁ 

 

2.3 � ྂ඾的ィ⟬୺義 
RFT はࠊその源ὶとなるジャッケンドフの理論（2002/2006, Jackendoff and Audring 2020）

RFTࠋ取るࢆ認知にᑐするྂ඾的ィ⟬୺義の❧ሙࠊ関連性理論とྠᵝࡸ のㄝ᫂に入る๓に

ࡔラムなのࢢなプロ࠺はどのよ࢔࢙るソフトウ࠶ே㛫の頭にࠋࡃ࠾につい࡚補㊊し࡚ࢀࡇ

1ࠋか࠺ࢁ つの⟅えとし࡚ࢹࠊィープラーニンࢆࢢ実⌧し࡚いるニューラルࢿット࣡ーク

のよ࠺な⬻の⚄⤒⥙ࢆᶍしࡓソフトウ࢔࢙と考えるぢ᪉が࠶るࡇࠋのよ࠺な考え᪉はコࢿ

クショニズムと࿧ࢀࡤる（ヲしࡃは戸田山 2004 ཧ↷）ࠋしかしࠊRFT ࡛はそのよ࠺なぢ᪉

は取らずࠊJackendoff（1992）などとྠᵝにྂ඾的ィ⟬୺義のぢ᪉ࢆ取る11ࠋ  

がఱࢀࡇࠋ࠺考えよࢆジタルの ᗘィࢹ༢⣧なࡾே㛫の頭よࠊにはࡵࡓㄝ᫂するࢆࢀࡇ

ࠊその⤖ᯝࠊーが ᗘに཯ᛂし࡚ࢧンࢭእẼと᥋し࡚いるࠊずࡲࠊと࠺し࡚いるかといࢆ

 ᗘに関するఱらかの信号ࢆ ᗘィ内㒊に୚えるࠋそし࡚ࠊእẼの ᗘが ᗘィの内㒊࡛

㟁Ẽ᢬ᢠࠊ࿘波ᩘࠊetc.とつ๎にᚑ࡚ࡗኚ᥮࡚ࢀࡉいࠊࡁそࢀがࠐࠐᗘとい࠺表♧とし࡚出
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ຊࢀࡉるࠋே㛫ࠊࡶ஬ឤ࡛እ界からの่⃭ࢆᚓ࡚ࠊそྛࢆࢀ㒊門࡛᧯సしࠊḟࠎにูの㒊

門に㏦ࠊࡾ最⤊的にእ界࡬の⾜ືࢆ出ຊ࡛ࡁるとい࠺Ⅼ࡛ࠊ ᗘィとྠじよ࠺にᤊえらࢀ

るࠋᚋ㏙するジャッケンドフの言語の並列ᶵ構はࠊே㛫の心の言語に関ࢃる㒊ศࡉࡲࢆに

ࠊࡾ࠶がࡏࢃい࡚せ⣲の⤌みྜ࠾の㒊門にࢀࡒࢀそࠊの࡛ࡶࡓル化しࢹなぢ᪉࡛ࣔ࠺のよࡇ

インタフ࢙ース࡛᥋し࡚いる他㒊門はࠊインタフ࢙ースつ๎にᚑ࡚ࡗ⊂自のせ⣲の⤌みྜ

 ࠋ形ᡂするࢆࡏࢃ

௨上のྂ඾୺義的ィ⟬୺義の考えࢆ戸田山（2004: 2 節）にᚑ୍࡚ࡗ⯡化し࡚ࠋࡃ࠾心は

形ᘧシスࢸムとし࡚ࣔࢹル化ࢀࡉるࢀࡇࠋはࠊジャッケンドフ（2002/2006）の「⤌みྜࢃ

᧯࡚ࡗつ๎にᚑࡓその形ᘧ的な性㉁に言ཬしࢆムࢸイ࢔㞳ᩓ的な」ࠊム」に相ᙜしࢸシスࡏ

సするࡇと࡛ィ⟬ࢆ㐍ࡵるシスࢸム」࡛࠶るࠋ「ィ⟬」とはࠊ㒊門ᅛ᭷のせ⣲ࢆ⤌みྜࡏࢃ

といࡾࡓ〇し「ࠊࡾࡓ๐㝖しࠊࡾࡓ᥮えࡁ⨨ࢆ㒊୍ࠊࡾࡓえ᭰ࢀ入ࢆその㒊ศྠ士ࠊࡾࡓ

ࠊにはᩘࢀそࠋኚ形文ἲ的な᧯సに他ならない（戸田山 2014）ࠊ࠺ のᅄ๎₇⟬࡛ࡅࡔなࠊࡃ

他のグ号᧯సࢀࡲྵࡶるࠋ౛えࠊࡤ論理学のࠑPЍ
ならࡤ

QࠒとࠑPࠒからࠑࠊQࢆࠒ取ࡾ出すࡇと

ࡗ戸田山は表㇟と言ࢆムࢸイ࢔る㞳ᩓ的なࢀࡉい࡚᧯స࠾ムにࢸ認知シスࠋる࠶࡛⟭ィࡶ

࡚いるが࡛ࡇࡇࠊは「グ号」と言ྂࠋࡃ࠾࡚ࡗ඾的ィ⟬୺義がࣔࢹル化する心に࠾い࡚᧯

సࢀࡉるグ号はࠊḟの意味࡛統語論的構造ࢆᣢつࠋ第୍にࠊグ号にはྜᡂ性が࠶るࠋつࡲ

ࠊPࠊい࡚࠾命題論理にࠋる࠶సるつ๎がࢆ的なグ号ྜ「࡚ࡏࢃみྜ⤌ࢆ原子的なグ号ࠊࡾ

QࠊЍࢆ PЍQ と⤌みྜࡏࢃるࡇとは࡛ࠊࡶ࡚ࡁPQЍと⤌みྜࡏࢃるࡇとは࡛ࡁないࠋそ

的グ号の意味論は統語論的ྜᡂ性ྜ「ࠊそし࡚ࠋる࠶統語論的なつ๎はないから࡛࠺い࠺

に౫Ꮡし࡚ྜᡂ性ࢆᣢつࠋつࠊࡾࡲせ⣲となるグ号と඲యの統語構造（⤌みྜࡾࡉࢃ᪉）

࡛ 1 つにỴࡲるࠋ心のྛ㒊門に࠾い࡚ࠊグ号がどのよ࠺に᧯స（ィ⟬）ࢀࡉるかはࠊその

㒊門の統語論ࡅࡔがỴᐃしࠊ意味論は関୚しないࠋ 

心ࢆグ号の「統語論的性㉁によ࡚ࡗ㥑ືするエンジン」（戸田山 2004: 31–32）とᤊえる

௨上のぢ᪉はᚭ頭ᚭᑿ統語論的࡛ࠊࡾ࠶ᴫᛕ㒊門にࡅ࠾る思考ࡇࡶのよ࠺な統語論的᧯స

によࢀࢃ⾜࡚ࡗる࡛ࠋはࠊ心的グ号の意味論はど࠺なるの࠺ࢁࡔかࠋ༢にグ号ࢆ᧯సする

ん認知ࢁࡕࡶࠋがないࡾࢃసする㟁༟とኚ᧯ࢆ意味な㟁Ẽ信号↓࡚ࡗ自ศにとࠊは࡛ࡅࡔ

シスࢸムは↓意味な信号ࢆ᧯సするの࡛はなࠊࡃ表㇟ࢆ᧯సするࡇとによ࡚ࡗィ⟬するⅬ

が他のィ⟬シスࢸムとは␗なる（p. 28）ࠋ ᗘィに࠾い࡚ࠊእ界の ᗘと直᥋᥋し࡚いるの

はࢭンࢧーの㒊ศࢭࠊࡾ࠶࡛ࡅࡔンࢧーの㟁Ẽ᢬ᢠがኚࢃるとい࠺≀理的メカニズムによ

ࢆࢀそࡸᐃの࿘ᮇ࡛ኚ化する㟁Ẽ≉ࡓࡅཷࢆ㟁Ẽ᢬ᢠにᙳ㡪ࠋる࠶እ界とのᑐᛂがࠊ࡚ࡗ

カウントしࡶࡓのなどはࠊእẼ と直᥋のᑐᛂ関ಀはないࡶののࠊそࢀらがእẼ ࢆ表す

と考えるࡇとはྍ⬟࡛ࠊ ᗘの表㇟࡛࠶ると言えるࢀࡇࠋらが」㞧なィ⟬ࡓ⤒ࢆ⤖ᯝ࡛࠶

るといࡇ࠺とが㔜せ࡛࠶るࠋே㛫の心に࠾い࡚ࡓࠊࡶとえࠊࡤᴫᛕ㒊門にࡅ࠾るࡤななと

い࠺⊧の RF はその⊧の表㇟࡛࠶ると言えるࢀࡅどࠊࡶ ᗘィよࡶࡾ」㞧なィ⟬ࡓ⤒ࢆ⤖

ᯝ࡛࠶るࠋ「ᚿྥ性」の୍言࡛୧⪅࡚ࡏࡉ⤡▷ࢆし࠺ࡲのはィ⟬論的ぢ᪉にそࢃࡄないࠋ 
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࡛はࠊእ界とのインタフ࢙ースࢆᣢつ㒊門௨እにࡅ࠾るグ号が意味ࢆᣢつとはどのよ࠺

なࡇとかࠋJackendoff（1992: Ch. 1）にᚑ࡚ࡗㄝ᫂するࠋそࡶそࡶグ号とはࠊその㒊門のྍ

⬟性✵㛫にࡅ࠾る࠶る≧態࡛࠶るࠋ౛えࡤ ᗘィのࢭンࢧー࡛ࠊࡤࢀ࠶㟁Ẽ᢬ᢠのୗ㝈か

ら上㝈の㛫の୍ḟඖ的な್の⠊ᅖがྍ⬟性✵㛫࡛࠶ࠊるእẼ の᫬の㟁Ẽ᢬ᢠが≧態࡛࠶

るࠋ✵㛫がどのよ࠺に⤌⧊化࡚ࢀࡉいるか̿ḟඖはいࡃつかࠊそࢀࡒࢀのḟඖにࡅ࠾る್

は連⥆㔞か㞳ᩓ㔞かなど̿はணࡵỴ࡚ࡗࡲいるࠋ⿦⨨にインプットとなる่⃭が᮶ࡓらࠊ

✵㛫にࡅ࠾る࠶る≧態ࢆとるからࠊ⿦⨨に࠾い࡚ࡇの≧態が่⃭の表㇟となるࠋつࠊࡾࡲ

ࠊࡾ࠶は意味論的なぢ᪉࡛ࢀࡇࠋコード化し࡚いるࢆるのか࠶࡛࠺の≧態は世界がどのよࡇ

ᴫᛕ㒊門に࠾い࡚はࡇのよ࠺に考えるࡇとが࡛ࡁるࠋしかしࠊ㡢㡩㒊門のよ࠺な世界と直

᥋の⧅がࢆࡾᣢࡓない㒊門にࡅ࠾るグ号ࠊࡶグ号そのࡶの࡛はなࠊࡃグ号のシスࢸムに࠾

その༊ูは最⤊的には⬻≧態のఱらかの༊ࠊ保ドしࢆるྍ⬟な༊ูがグ号とし࡚の౯್ࡅ

ูと相ྠ࡛࠶ると考えらࢀるࠋᴫᛕ㒊門につい࡚ࢀࡇࡶはᙜ࡚はࡲるࡇࠋのよ࠺な༊ูに

関連し࡚ࠊ心のィ⟬論的理論の根ᗏࢆᡂす୺ᙇとし࡚ࠊ୙ኚ性の୺ᙇ（the Tenet of Constancy）

が࠶るࠋ心理的な୙ኚ性が࠶るとࡁはᚲずその୙ኚ性ࢆコード化する心的表㇟がなࡤࢀࡅ

ならないࠊといࡶ࠺の࡛࠶る（p. 5）ࠋᚑࠊ࡚ࡗᡃࠎが認ࡵるどんな✀㢮の༊ูࡶᴫᛕ構造

に࠾い࡚࡛ࡁなࡤࢀࡅならないといࡇ࠺とになる（p. 8）ࡓࠋとえࠊࡤどんなにᒓ性がኚࢃ

コード化する心的表㇟のࢆその୙ኚ性・ྠ୍性ࠊࡤࢀ࠶るの࡛ࢀのと考えらࡶじྠࡶ࡚ࡗ

せ⣲がồࡵらるࠋRFT はそのࡵࡓに ID  ࠋᥐᐃし࡚いるࢆ

 

2.4 � ᣦ♧ཧ↷フ࢓イル理論の位⨨௜ࡅ 
௨上の᝿ᐃࢆඖにࠊRFT はࠊRF とい࠺ᴫᛕによ࡚ࡗ名詞句に関ࢃる言語⌧㇟ࢆゎ᫂しよ

RFࠋとする࠺ は言語௨እの認知άື࡛ࡶ用いらࢀるࡶの࡛࠶るからࠊ言語௨እの認知のゎ

᫂にࡶᙺに❧つࡇとがᮇᚅࢀࡉるがࡲࠊずは最ࡶ手㍍にࢹータがᚓらࢀる言語ࢆ扱ࡇ࠺と

にするࠋ௨ୗ࡛はࠊ言語理論とし࡚の RFT がどのよ࠺なࡶのかࢆ論じるࠋ 

2.4.1 ᣦ♧ཧ↷フ࢓イル理論は文ἲ理論࡛はない 
言語に関する理論とし࡚ከࡃのㄞ⪅が思いᾋか࡭るのはࠊ文ἲ理論（ࡓとえࡤチョムス

キーの⏕ᡂ文ἲ）ࠋ࠺ࢁࡔ文ἲ理論は基本的に言語コードのാࢆࡁグ㏙しࡶࡓの࡛࠶るࠋ

コードࣔࢹルに基࡙い࡚いるとい࠺のは言い㐣ࢀࡅ࠺ࢁࡔࡂどࠊࡶ基本的にはࠊコードࣔ

手がࡁ⪺ࠊࡾࡲつࠊルの辞書・文ἲ࡛コード化㹼辞書・文ἲ࡛コードゎㄞの㐣⛬の୍㒊ࢹ

発話ࡅཷࢆ取࡚ࡗからメッࢭージࢆᚓる࡛ࡲの㐣⛬とࠊ話し手に言いࡓいࡇとが࡚ࡗ࠶そ

のሙࡃከࠋル化し࡚いるࢹࣔࢆる知㆑の୍㒊ࢀ用いら࡛ࡇそࡸ⛬の㐣࡛ࡲ言語にするࢆࢀ

のにࡶලయ的なࡾかなࡶ࡛ࡁクストᢤࢸコンࠊる意味表♧はࢀらࡅ言語表⌧とᑐᛂ௜ࠊྜ

なるࡓࠋとえ࠶ࠊࡤる言語表⌧ࢆ౑࠶ࠊ࡚ࡗるࡇとࢆఏえるࡇとが࡛ࡁるとࠊࡁしࡤしࡤ

┠にぢえない形ᘧࡸᣦᶆࢆከᩘ᝿ᐃし࡚ࠊ࡛ࡲメッࢭージがヲ⣽にコード化࡚ࢀࡉいると

 ࠋるࢀࡉ
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言語コ࣑ュニケーションは OIC のとࡶࡓࢀࡉな᏶ഛ࠺そのよࢆ言語コードࠊるから࠶࡛

考えるᚲせはないࠋ非ẕ語話⪅ࡸᗂඣのよ࠺にࠊ᫂らかに୙᏶඲にしかコードࢆ⩦ᚓし࡚

いない⪅ࡶ言語コ࣑ュニケーションが࡛ࡁるࠋ➹⪅にはᶆ‽的な関連性理論࡛ࡉえࠊコー

ドࣔࢹルのṧ⁦がឤじらࢀる（山泉 2019）ࠋ㐍化的に考えるとࠊ今のよ࠺な言語が࡛ࡁる

๓のプロト言語のẁ㝵࡛ࡶ言語コ࣑ュニケーションは࡛࡚ࡁい࠶࡛➻ࡓるࠋそし࡚ࠊプロ

ト言語が࡛ࡁる๓のẁ㝵࡛ࡶ OIC は࡛࡚ࡁいࠋࡔ➻ࡓ話し手・⪺ࡁ手がᴫᛕ的基盤ࢆ共᭷

し࡚いࡓから࡛࠶るࠋその基盤（のᑡなࡃと୍ࡶ㒊）ࢆᤊえるのが RFT RFࠊ࡛ は OIC ࢆ

するࡵࡓに๓ᥦとなるࡶのと考えらࢀるࠋ 

RFT は文ἲ理論のつ࡛ࡾࡶ理ゎしよ࠺とするとㄗゎࢆᣍࠋࡃRFT はࠊ㐺᱁な文ࢆ入ຊす

るࢀࢃその文࡛౑ࠊࡤࢀ RF が言語形ᘧからィ⟬࡛ࡁるよ࠺なࡶの࡛はないࠋ話し手の意

味の☜ᐃには関連性原理にᑟかࡓࢀ語用論的᥎論がᚲせ࡛ࠊそ࠺⾜ࢆࢀにはࠊ発話によࡗ

࡚ᚓらࢀる認知ຠᯝとそࢆࢀᚓるࡵࡓにᚲせなฎ理コストࢆィ⟬し࡚関連性ࢆᰝᐃするᚲ

せが࠶る࠶࡛ࡵࡓるࠊࡓࡲࠋRFT はࠊලయ的な RF 表す㐺᱁な言語ࢆࢀそࠊࡤࢀ入ຊすࢆ

形ᘧが出ຊࢀࡉるよ࠺なࡶの࡛ࡶないࡇࠋのሙྜにࠊࡶ話し手が⪺ࡁ手にと࡚ࡗの関連性

ࠋる࠶る意味表♧と考えるのはㄗゎ࡛ࡅ࠾文ἲ理論にࢆRF࡚ࡗᚑࠋる࠶るᚲせがࡶ✚ぢࢆ

RFT ࢀのไ⣙とᤊえら࡬イル࢓㝈ᐃ詞など≉ᐃの言語形ᘧによる表⌧にᑐᛂするフࠊࡶ࡛

る㒊ศはグ㏙するࡇとになるがࠊそࡶそࡶ RF 自యは言語の୍㒊࡛はない（2.4.4）ࠊࡓࡲࠋ

そ࠺いࡓࡗไ⣙は㐪཯しࡓら༶コ࣑ュニケーションが◚⥢するよ࠺なࡶの࡛はないࠋRFT

メンタル・スペース理論（フォコニエ 1987/1996）のࠊはࡾるよࢀࡉコードの理論とㄗゎࢆ

よ࠺にゎ㔘の⤖ᯝࢆグ㏙するࡶのࡔと取ࡾᩒえずは理ゎࡓࢀࡉいࠋ 

2.4.2 言語の並列ᶵ構：㡢㡩構造・統語構造・ᴫᛕ構造とインタフ࢙ース 
௨ୗ࡛は RFT の位⨨௜ࢆࡅ♧し࡚ࠋࡃ࠾ジャッケンドフ（2002/2006）の並列ᶵ構の中の

ᴫᛕ㒊門ࠊ≉にᣦ♧ᒙの理論と位⨨௜ࡅらࢀると➹⪅は考え࡚いるࠋRF のᴫᛕは言語の意

味ࢆᤊえる上࡛ᚲせ୙ྍḞ࡛࠶るとい࠺ RFT の୺ᙇがṇしࠊࡤࢀࡅ他の言語理論の中にࡶ

ᚲせな修ṇࢆຍえ࡚取ࡾ㎸ࠋ࠺ࢁࡔࡁ࡭ࡴ 

ジャッケンドフ（2002/2006）ࠊとし࡚（クチャࢸーキ࢔）る言語のᶵ構࠶f-心にࠊずࡲ

はḟ㡫上のよ࠺な並列ᶵ構ࢆᥦ᱌し࡚いる（p. 145）ࠋ㡢㡩㒊門ࠊ統語㒊門ࠊᴫᛕ㒊門が並

列しࠊそࢀࡒࢀがせ⣲（ศ節㡢ࠊ統語⠊␪ࠊᴫᛕなど）ࢆ⤌みྜ࡚ࡏࢃ」ྜ的な構造（㡢

節ࠊ句・文ࠊ」ྜ的なᴫᛕ構造など）ࢆ⤌みྜࡏࢃるຊࢆ⊂自にᣢ࡚ࡗいるࡇࠋのⅬはࠊ

統語㒊門ࡅࡔがࡇのよ࠺なຊࢆᣢ࡚ࡗいるとするチョムスキーὶの⏕ᡂ文ἲ理論との大ࡁ

な㐪い࡛࠶るྛࠋ㒊門のイメージࢆᥗん࡛ࡶらࡵࡓ࠺にࠊ“The little star’s beside a big star”

とい࠺文の㡢㡩構造・統語構造・ᴫᛕ構造・✵㛫構造の୍㒊の୍᱌ࢆ♧しࡓᅗ（p. 5）ࡶᘬ

用し࡚ࠋࡃ࠾ 
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ୗがその文の㡢㡩構造࡛࠶るࠋ㡩ᚊࠊ㡢節ࠊศ節㡢などがそࢀࡒࢀᒙࢆᡂしࠊศ節㡢は

 ࠋるࢀࡉらに㡢㡩⣲性にศᯒࡉ

 

 ྑがྠじ文の統語構造

統語構造の最ึのࠋる࠶࡛

Det（Ỵᐃ詞）と㡢㡩構造の

ðə（the）がᑐᛂするࡇとが

୧⪅のῧᏐ c い࡚ࢀࡉ♧࡛

るࠋ統語構造ࡶ」ᩘのᒙか

らᡂࡇࡇࠊࡾに表⌧ࢀࡉな

い文ἲᶵ⬟ᒙが࠶るࠋ 

ḟ㡫上がྠじ文のᴫᛕ構

造のグ㏙ᒙ࡛࠶るࠋ語ᙡᴫ

ᛕ構造とし࡚よࡃ知らࡶࡓࢀのྜࢆᡂしࡶࡓのࠋࡔᴫᛕ構造には他にࠊ᝟ሗ構造ᒙࠊᣦ♧

ᒙが࠶るとࢀࡉるࠋᴫᛕ構造につい࡚はࠊ㡢㡩構造・統語構造࡯どには研究⪅の意ぢの୍

⮴がなࠊࡃ≉にᣦ♧ᒙが最ࡶᮍ㛤ᣅ࡛࠶るࠋRFT はᴫᛕ構造ࠊ≉にᣦ♧ᒙに῝ࡃ関ࢃる理

論࡛ࠊࡾ࠶ジャッケンドフ（2002/2006）が直᥋౫ᣐする Csuri（1996）とは඲ࡃ␗なるࡶの

ࢆ RFT はᥦ♧するࠋ 
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そࢀࡒࢀの㒊門が຾手に構造ࢆ⏕ᡂし࡚ྜᩚࠊࡶ的な言語表⌧にならないࡓࠋとえࠊࡤ

the big star’s besides a little star（の㡢㡩構造）ࠊ統語構造[S NP [VP V NP]]ࠊそし࡚上のᴫᛕ構

造グ㏙ᒙはそࢀࡒࢀ㐺᱁ࡔがࡇࠊの 3つが⤌みྜࡶ࡚ࡗࡉࢃ 1つの㐺᱁な文にはならないࠋ

ྛ構造㛫のᩚྜ性・㐺ษなᑐᛂ関ಀࢆつᐃするᚲせが࠶るࠋそࢆࢀするのがྛインタフ࢙

ース㒊門࡛࠶るࡓࠋとえࠊࡤ㡢㡩・統語インタフ࢙ースはࠊ「㡢㡩構造࡛の⥺形㡰ᗎはࠊ（㏻

ᖖ）統語構造の中のᑐᛂするせ⣲の⥺形㡰ᗎにᑐᛂする」（p. 57）とい࠺よ࠺なࡇとࢆつᐃ

するࠋ上のᅗのῧᏐはྛ構造の㒊ศ構造の㛫のᑐᛂ関ಀࢆ♧し࡚いるࠋ 

ࡅにᥥ⤮ࢆとࡇ文の表すࠊらࡓ理ゎしࢆの文ࡇ

るࠋᴫᛕ構造からఱらかの視ぬ的理ゎࢆᚓ࡚いると

いࡇ࠺と࡛࠶るࠋ頭࡛そࢆࢀコード化し࡚いるのが

✵㛫構造࡛࠶るࡇࠋの文にᑐᛂする✵㛫構造ࢆᴟ大

㞧ᢕに表しࡓのがྑのᅗ࡛࠶るࠋ“The little star”に

ᑐᛂするのが 2 の௜いࠊۼࡓ“a big star”にᑐᛂするのは 10 の௜いࠊۼࡓ୧⪅の関ಀ（beside）

は 8 の௜いࡓⅬ⥺࡛表࡚ࢀࡉいるࠋᴫᛕ化ࡓࢀࡉ世界の理ゎはࠊ୺に命題的なᴫᛕ構造と

「෗ീ୺義的」（imagistic）な✵㛫構造がᢸ࠺（他の構造ࡶない࡛ࡅࢃはない）（p. 412）ࠋ୧

⪅は扱える⠊ᅖが㐪࡚ࡗい࡚ࠊ「㏙語̿㡯関ಀࠊ⠊␪࡬のᡤᒓࠊタイプとトークンの༊ูࠊ

㔞化などに関ಀするุ᩿と᥎論」はᴫᛕ構造の専門ศ㔝࡛࠶る୍ࠋ᪉ࠊ「ṇ☜な形ࠊ位⨨ࠊ

ാࡃຊに関ಀするุ᩿と᥎論」は✵㛫構造の専門ศ㔝࡛࠶る（p. 412）࠶ࠋの文の理ゎから

౑ᙺのよࠊຊࠊ⨨位ࠊ㒊ศ̿඲య関ಀࠊ≀理的஦≀ࠊに࠺とから᫂らかなよࡇるࡅᥥࢆ⤮

に࠺ 2 つのࣞベルのどࡕらࡶ扱えるࡶのはࠊ୧⪅の㛫のインタフ࢙ースがཧ↷するࡇとが

ジャッケンドフはࠊศᢸの౛とし࡚ࠋるࡁ࡛ cat（ࢿコ）とい࠺語ࢆᣲ࡚ࡆいるࢀࡇࠋはࠊ

ࠊᴫᛕ構造と࠺とい「のࡶな࠺るよ࠶඾ᆺ的にはペット࡛ࠊコ科にᒓしࢿࠊࡾ࠶࡛≀ື」

ឤ᝟ࠊい⮯ࠊ味ࠊ㡢ࠋいる（p. 413）࡚ࡗᣢࢆ㛫構造✵ࡓコード化しࢆࡁືࡸⰍࡸコの形ࢿ

 .いる（p࡚ࢀࡉᣢつと᝿ᐃࢆ㒊門ࡓに他のឤぬᵝ相に関ಀしࡾࢃ㛫構造の௦✵ࠊ表す語はࢆ

 ࠋ（413

2.4.3 名詞句ЍRF のインタフ࢙ースไ⣙ 
RFT はࠊ統語構造̿ᴫᛕ構造㛫の୍⯡的なไ⣙とし࡚ࠊḟの 2 つのつ๎ࢆ୺ᙇするࠋ 

つ๎ 1. 統語構造の名詞句 1 つはࠊᴫᛕ構造の中の RF1 つ（ཪはその୍㒊）に（㏻ᖖ）

ᑐᛂするࠋ 

つ๎ 2. 名詞句 a が୺せ㒊の名詞句 b の中に࠶る名詞句 c にᑐᛂする RF（ཪはその୍
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㒊）は名詞句 a・名詞句 b12にᑐᛂするྠ୍の RF（ཪはその୍㒊）の中に⌧ࢀる（౛は

ᚋ㏙）ࠋ 

らの୍⯡化はジャッケンドフ（2012/2019ࢀࡇ など）にはぢらࢀないࠊ➹⪅の╔᝿࡛࠶るࠋ

「（㏻ᖖ）」とణし書ࡁがつい࡚いるのはࠊ“kick the bucket”（Ҹ「ࡤࡓࡃる」）の“the bucket”

のよ࠺に RF にᑐᛂするとは考えらࢀない名詞句࠶ࡶる13ࠋࡔࡵࡓ 

୍⯡にࠊインタフ࢙ースࢆ௓し࡚᥋する」ᩘの構造そࢀࡒࢀにࡅ࠾る඲࡚の༊ูがイン

タフ࢙ースのྥ࠺ࡇഃにと࡚ࡗ関୚的࡛࠶る࡛ࡅࢃはないࠋ上のインタフ࢙ースつ๎はࠊ

どのよ࠺な名詞句がどのよ࠺な RF にᑐᛂするかには関知しないࡇࠊࡓࡲࠋのไ⣙は統語

構造（名詞句）Ѝᴫᛕ構造（RF）の୍᪉ྥのࡶの࡛ࠊ㏫᪉ྥはᡂࡓ❧ࡾないࠋ話し手が発

話࡛᧯సࢆ意ᅗしࡓ RF が名詞句とし࡚表⌧ࢀࡉないࡇと࠶ࡶるࠋ౛えࠊࡤኴ㑻につい࡚ࠊ

「大㤿㮵ࡔよ」と୺語ࢆ┬␎し࡚発話しࡓሙྜࡁ⪺ࠊ手のኴ㑻 RF の᝟ሗの㏣ຍが意ᅗ࡬

ኴ㑻ࠊいるが࡚ࢀࡉ RF にᑐᛂする名詞句は発話に⌧࡚ࢀいないࡇࠋのよ࠺に文の理ゎに

い࡚ᴫᛕ構造࡛୙ྍḞな࠾ RF がᑐᛂする名詞句ࢆᣢࡓないࡇとはよ࠶ࡃるࠋ 

なࠊ࠾名詞句௨እの言語表⌧は RF に直᥋ᑐᛂしないࠋ文は≧ἣࢆᣦ♧すると言࡚ࢀࢃ

いる（ジャッケンドフ 2002/2006: 384）ࡶののࠊ文が表す≧ἣそࢀ自యはᴫᛕ㒊門にࡅ࠾

る構造య࡛ࠊ࡚ࡗ࠶RF యとし࡚は⥲ࠊࡶん࡛い࡚ྵࢆ RF1 つに直᥋ᑐᛂはしないࠋᚋ⥆

のㄯ話に࠾い࡚名詞句࡛↷ᛂࡓࢀࡉら RF にᑐᛂするよ࠺になるࡇࠋのⅬࠊジャッケンド

フ（2012/2019: 217）とはぢゎࢆ␗にするࠋᚋ࡛文の内ᐜࢆᣦ♧するሙྜは名詞句によ࡚ࡗ

なࢀࡉるからࠊそ࡛ࡇは☜かに RF にな࡚ࡗいるࠋ 

๪詞・๪詞句の୍㒊ࡶ文とྠᵝに考えらࢀるࠋ๓⨨詞㸩名詞句にパラフࣞーズ࡛ࡁる๪

詞 Put it there (= in the box)᳨ࢆウしよࠋ࠺the box は☜かに RF にᑐᛂするがࠊin the box ࡸ

there はࠊ文とྠᵝࠊRF に直᥋ᑐᛂするの࡛はなࠊࡃthe box にᑐᛂする RF のࡶࡔんྵࢆ

にᑐᛂするࠋA cat in the box の in the box はࠊ⊧ RF̿関ಀ̿⟽ RF のୗ⥺㒊にᑐᛂするの࡛

RFࠊ࡚ࡗ࠶ に直᥋ᑐᛂするの࡛はないࠋୗ⥺㒊は⊧ RF にྵࢀࡲるࡇとになる（つ๎ 2 の

౛）୍ࠋ ⯡化するとࠊ名詞句ࢆ修㣭する๪詞句のᴫᛕ構造にࡅ࠾るᑐᛂ≀はࠊ୺せ㒊の名詞

句のᑐᛂ≀࡛࠶る RF にྵࢀࡲるといࡇ࠺と࡛࠶るࠋ名詞句௨እࢆ修㣭する๪詞（句）に

つい࡚ࠊࡶ⿕修㣭せ⣲のᴫᛕ構造にࡅ࠾るᑐᛂ≀にྵࢀࡲるࡇとになる14ࠋ 

2.4.4 言語そのࡶのとᴫᛕ構造の関ಀࠊ言語࡛ఏࢃる意味と言語のコード化する意味 
2.4.4.1 ᣦ♧ཧ↷フ࢓イル理論は言語そのࡶのの理論࡛はない 

RFT はᴫᛕ構造の理論࡛࠶るࠋ実はࠊᴫᛕ㒊門自యは言語そのࡶの（language per se）に

はྵࢀࡲない（Culicover and Jackendoff 2005: 20）ࠋ言語そのࡶのにྵࢀࡲるのはࠊ㡢㡩㒊

門ࠊ統語㒊門とそࢀらが関ࢃるインタフ࢙ースࠊ࡛ࡅࡔ௨ୗの理由からᴫᛕ㒊門自యはྵ

のにඛ❧つと考ࡶ言語そのࡶい࡚࠾⣔統発⏕にࡶい࡚࠾ᴫᛕ㒊門はಶయ発⏕にࠋないࢀࡲ

えらࢀる（p. 21）ࠋ言語コ࣑ュニケーションが࡛ࡁない㢮ே⊷ࡸஙඣࢆື⾜ࠊࡶほᐹする㝈

の࡛はないにし࡚ࡶに㇏かな࠺のとྠじよࡶ大ேのே㛫の）ࢆ᫂らかにᴫᛕ構造ࠊは࡛ࡾ
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い࡚࠾メࣔリにࢢーキン࣡ࠊᴫᛕ㒊門はࠋる࠶いるから࡛࡚ࡗJackendoff 1992: 33）ᣢࠊࡶ

せ⣲から」ྜ的な構造ࢆ⤌み❧࡚ࠊࡾࡓ᪤Ꮡのᴫᛕ構造から新しいᴫᛕ構造ࢆᑟࡁ出しࡓ

メࣔࢢᴫᛕ㒊門の࣡ーキンࠊらにࡉࠋる（ジャッケンドフ 2002/2006: 235）ࡁ࡛（᥎論）ࡾ

リが視ぬシスࢸムなどከࡃの⬟ຊによ࡚ࡗそࢀࡒࢀのインタフ࢙ースࢆ௓し࡚࢔クࢭスࡉ

とࡇらのࢀࡇࠋる（p. 268）ࡁとが࡛ࡇすࡓᯝࢆ⬟心の中心的なᶵࠊ࡚ࡗらによࢀࡇࠋるࢀ

はࠊ言語そのࡶのとのインタフ࢙ースࢆᣢࡓなࡃとࡶᴫᛕ㒊門が࡛ࡁるࡇと࡛࠶るࠋ言語

ࢀࡒࢀ他のࣔジュールとそࡸᴫᛕ㒊門ࢆらࢀそࠊࡕᣢࢆ㡢㡩㒊門・統語㒊門ࠊᣢつとはࢆ

のインタフ࢙ース࡛つなࡄといࡇ࠺と࡛࠶るࠋ言語はᴫᛕ構造ࢆఏ㐩ྍ⬟な形ᘧにコード

化する（Culicover and Jackendoff 2005: 20）ࡇࠋのࡇとࢆᶵ⬟とし࡚言語はಶయ発⏕するしࠊ

⣔統発⏕しࠋࡓᴫᛕ構造にᒓする RF が言語ࢆ用いないሙ㠃࡛ࡶ用いらࢀるといࡇ࠺とか

らࠊࡶᴫᛕ㒊門自యは言語そのࡶのにྵࡵない᪉がよいと言えるࠋそのࠊࡵࡓRFT はࠊ⏕

ᡂ文ἲ理論ࡸ認知文ἲとは㐪ࠊ࡚ࡗ言語そのࡶのの理論࡛はないࠋ 

2.4.4.2 ᣦ♧ཧ↷フ࢓イル理論は意味論の理論か 
࡛はࠊRFT は意味論の理論࡛ࡶないの࠺ࢁࡔかࠋそࡶそࡶ意味とはఱかとい࠺とࠊ言語

がఏえるࡶのが意味なの࡛ࠊࡤࢀ࠶ᴫᛕ構造ࡇそが意味࡛࠶るࡇとになるࠋしかしࠊ言語

の意味がどのよ࠺なࡶの࡛ࠊࢀ࠶言語形ᘧと඲ࡧ⤖ࡃつい࡚いなࠊࡤࢀࡅᴫᛕࡸ思考࡛は

言語表⌧がコード化し࡚いるࠊとにࡇ非ᖖに㔜せなࠋ࠺ࢁࡔ意味とは言えないࠊࡶ࡚ࡗ࠶

star”が“ࡓࡁ文に出࡚ࡓࢀࡉ♧どᅗ࡯ඛࠊࡤとえࡓࠋの࡛はないࡶᴫᛕ構造そのࠊのはࡶ

コード化し࡚いるࡶのはྑࠊ

に♧すよ࠺な㡢㡩・統語・ᴫᛕ

のᒁᡤ的なインタフ࢙ースつ

 る（ジャッケンドフ࠶࡛๎

 ࠋ（151 :2002/2006

ᅗࠊにᑐᛂする統語構造࡛はࡇそࠊみྵࢆな㡢㡩構造࠺ᅗのᕥのよࠊ文はࡴྵࢆの語ࡇ

の中ኸのよ࠺な統語⣲性のࢭットྵࢆみࠊそࡇにᑐᛂするᴫᛕ構造の㒊ศ࡛はᫍとい࠺タ

イプのࣔࣀとい࠺ไ⣙ࡓ‶ࢆすᚲせが࠶るࠋ๓㏙の並列ᶵ構に࠾い࡚はࣞࠊキシコンはイ

ンタフ࢙ース㒊門の୍㒊࡛ࠊ“star”のよ࠺な語ᙡ㡯┠（༢語とは㝈らない）はࡇのよ࠺な㡢

㡩・統語・ᴫᛕのᒁᡤ的なインタフ࢙ースつ๎࡛࠶るࠋᚑࠊ࡚ࡗ言語表⌧のコード化する

┬௨ୗࠋ㛫構造など✵ࡧ構ᡂする言語表⌧のᴫᛕ構造（ཬࢆࢀそࠊのとし࡚の意味とはࡶ

3ࠋと➹⪅は考え࡚いるࡔのࡶࡓᡂしྜࢆースไ⣙࢙のインタフ࡬（␎ つの構造と並ん࡛ࠊ

⊂❧しࡓ言語的意味の構造が言語そのࡶのの୍㒊とし࡚࠶る࡛ࡅࢃはない（p. 345）ࠋ 

的言語表⌧のᩚྜྜ「ࡓࡗ文といࡸ句࡚ࢀࡉࢃースไ⣙が⤌みྜ࢙インタフࡓࡗい࠺ࡇ

的な㡢㡩・統語・ᴫᛕ構造がつᐃࢀࡉるࠋ➹⪅の理ゎ࡛はࠊ」ྜ的言語表⌧がྵࡴのはࠊ

ᴫᛕ構造࡬のインタフ࢙ースไ⣙࡛ࠊ࡚ࡗ࠶ᴫᛕ構造そのࡶの࡛はないࠋ言語表⌧がコー

ド化し࡚いるのはࠊᴫᛕ構造自య࡛はなࠊࡃᴫᛕ構造࡬のインタフ࢙ースไ⣙ࡇ 15ࠋࡔの
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ࠊࡾ࠶㗪ᆺ࡛ࠊ௜い࡚いるのはࡾシンボル（㡢㡩・統語・ᴫᛕの三ᴟ構造）にᙇࠊとはࡇ

そࢀに入ࢀるࡶの࡛はないと႘えらࢀるࠋ意味࠺ࡇࢆᤊえるとࠊ言語の意味論とはࠊཝᐦ

には言語表⌧がᴫᛕ構造࡬コードとし࡚ㄢすインタフ࢙ースไ⣙の研究࡛ࠊࡾ࠶ᗈࡃはࠊ

ᴫᛕ㒊門自యの研究ࡴྵࡶ（pp. 321345ࠊ）ࠋどࡕらの研究୍࠺ࡶࡶ᪉ࢆ視㔝に入ࢀながら

㐍ࡵなࡤࢀࡅならないࠋRFT はࡇࠊのᗈい意味࡛は意味論の理論࡛࠶るࠋ 

2.4.4.3 言語࡛ఏࢃる語用論的意味と言語のコード化する意味論的意味 
言語の意味とは言語形ᘧのᣢつᴫᛕ構造࡬の㗪ᆺࡔと考えるࡇと࡛ࠊ意味論的意味（言

語表⌧がコード化し࡚い࡚ࠊ文⬦↓しにᚓらࢀる意味）と語用論的意味（コ࣑ュニケーシ

ョンに࠾い࡚ఏࢃる意味）が㉁的に༊ู࡛ࡁるよ࠺になるࠋ意味論的意味とは形ᘧにࡗࡃ

つい࡚いる㗪ᆺ（ྜࢆᡂしࡶࡓの）࡛࠶る୍᪉ࠊ語用論的意味とは㗪ᆺ࡛はなࡃ㗪ᆺには

ࢆな㒊ศࡁその大ࠊࡾ࠶るᴫᛕ構造࡛ࡓ࠶る中㌟にࢀらࡵ RF が༨ࡵるࢁࡕࡶࠋんࠊ語用

論的意味はࠊ㗪ᆺの形ࢆそࡾࡃࡗ෗し取ࡅࡔࡓࡗのࡶの࡛はないࠋ意味論的意味とコンࢸ

クストࢆඖにしࡓ語用論的᥎論が⾜ࢀࢃるᚲせが࠶るࠋそ࠺考えるとࠊ関連性理論࡛論理

形ᘧと言࡚ࢀࢃいるࡶのとそࢀの発ᒎ形とࢀࡉる表意はࠊそࢀࡒࢀ㗪ᆺと中㌟࡛ࡓࠊࡾ࠶

とえ形はఝ࡚い࡚ࡶ␗㉁なࡶのࠋࡔ名詞句に関し࡚ྠࡶᵝ࡛ࠊその意味論的意味は RF ࡛

はなࠊࡃ名詞句ࢆ構ᡂする表⌧がᴫᛕ構造にㄢすインタフ࢙ースไ⣙ྜࢆᡂしࡶࡓの࡛࠶

る୍ࠋ᪉ࠊ名詞句の語用論的意味・話し手の意味は話し手がその名詞句にᑐᛂࡏࡉるࡇと

ࡓ意ᅗしࢆ RF るとࡁにᑾࢀそࠊࡾ࠶࡛ RFT は୺ᙇするࠋ 

RFT が୺に扱࠺のはࠊ名詞句の話し手の意味・語用論的意味の᪉࡛࠶るࠋ言語コ࣑ュニ

ケーションはコードࣔࢹル・コ࣑ュニケーション࡛はなࡃ OIC ࢆ言語表⌧の意味ࠊࡾ࠶࡛

⤌みྜࡏࢃる㝿にࡶ語用論的原理がᖖにస用し࡚い࡚ࠊそࢆࢀᢤࡁにし࡚意味のྜᡂࡅࡔ

RFTࠋ的࡛はない⏘⏕ࡾࡲ࠶とはࡇඛに論じるࢆ は意味論の理論࡛࠶るといࠊࡶ࡚ࡗ」ྜ

的言語表⌧のྛ㒊ศにコード化ࡓࢀࡉ意味と㒊ศの⤌みྜࡏࢃ᪉から言語表⌧඲యの意味

⧄統語論とのࠊᡂ的意味論はྜࠋなྜᡂ的意味理論࡛はない࠺ᣦすよ┠ࢆとࡇᡂするྜࢆ

がࢆࡾ㔜視しࠊ言語表⌧から意味ࢆ考えるとい࠺᪉ྥ࡛ྛࠊ✀言語表⌧にᑐᛂする意味ࢆ

考えるࡇとがከいࠋRFT はࠊ言語は OIC の㐨ලに㐣ࡂないと考えࠊそのよ࠺な᪉ྥの考ᐹ

はᑡないࠋジャッケンドフが௨ୗのᘬ用࡛㏙࡚࡭いるよ࠺にࡾࡲ࠶ࠊከࡃの意味が言語表

⌧にコード化࡚ࢀࡉいるとは考えない࠶࡛ࡵࡓるࠋ 

㡢㡩論と統語論はࠊ⤖ᒁのとࠊࢁࡇ意味といࢀࡇࠊ࠺らよࡶࡾずࡗと㛗い㐍化的なṔ

意ࠊに࠺よࡓす࡛にぢࠊらにࡉࠋる࠶の࡛ࡶࡓに㐍化しࡵࡓ表⌧するࢆのࡶつࡶࢆྐ

味とし࡚ఏࢃるࡇとの大㒊ศはᬯ㯲のࡶの࡛ࠊࡾ࠶発ࡏらࡓࢀ༢語ࡸそࢀらࢆ⤌みྜ

表⌧する言語よࢆࢀそࠊ意味はࠊ࡚ࡗがࡓしࠋないࢀࡉ⌧る統語構造には඲↛表ࡏࢃ

 （p. 513）ࠋ୙思㆟はない࡚ࡗ࠶の࡛ࡶと」㞧なࡗずࡶࡾ

そのࠊࡵࡓ統語構造はࠊᴫᛕ構造ࢆ考えるに࡚ࡗࡓ࠶文ἲ学⪅のከࡃが考える࡯ど大ࡁ

な手᥃かࢆࡾᥦ౪しないࠋRFT ࡛はࠊRF がど࠺な࡚ࡗいるかࢆタスクศᯒによࡾ考えるࠋ
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タスクศᯒとは࠶」ࠊるエージ࢙ントがしかじかのࡇと࡚ࡗࡸࢆいるࠊとい࠺஦実からスタ

ートし࡚ࠊձそࡸࢆࢀるにはど࠺いࢲ࠺ンドリ（ࣈࢧタスク）ࢆ㋃ࡤࡡࡲならないかࢆ᥎

論しࠊղそ࠺しࡓಶࠎのࣈࢧタスクࢆᡂし㐙ࡆるにはࠊそのエージ࢙ントはど࠺い࠺つࡃ

౛とࠋる（戸田山 2014: 270）࠶సᴗ࡛࠺᥎論する」といࢆならないかࡤࢀࡅし࡚いなࢆࡾ

し࡚ࠊ「二ḟඖീࢆ入ຊし࡚三ḟඖࣔࢹルࢆ出ຊするとかࠊእ界の᝟ሗࢆ入ຊし࡚㐺ษな⾜

ࡁ࡛⌧るとそのᶵ⬟が実ࡏࢃみྜ⤌ࢆタスクࣈࢧ࠺い࠺どࠊからࡇそࠋ出ຊするとかࢆື

るかࢆ考えࠊそのಶࠎのࣈࢧタスクࢆ実⾜するࡵࡓにはࠊど࠺い࠺構造がᚲせかࢆ考えるࠋ

つࡾࡲᶵ⬟から構造ࡉ࡬かのࡰる᥎論」（pp. 270–271）がᣲࡆら࡚ࢀいるࠋタスクศᯒは言

語研究࡛ᗈ࡚ࢀࢃ⾜ࡃいるࡇと࡛ࠊRFT パズルのࠊࡶ࡛ 2 つのピースࢆ᥈すとい࠺タスク

が࡛ࡁるにはࠊ心にど࠺い࠺௙⤌みがᚲせ࠺ࢁࡔかと᪤に㆟論しࠋࡓ 

 

2.5 �  イル理論のᒎ㛤࢓に：ᣦ♧ཧ↷フࡾࢃ࠾
௨上が RFT の理論的基♏࡛࠶るࠋRFT のලయ的なศᯒࢆᒎ㛤するに࡚ࡗࡓ࠶はࠊRF に

ᑐᛂするᑐ㇟が࠶る世界がどのよ࠺なࡶのとᤊえら࡚ࢀいるかࢆ᫂らかにし࡚ࡃ࠾ᚲせが

᥈ࢆるか࠶の࡛ࡶな࠺とྠじ視座から言語の表す世界がどのよࢀ言語の意味論はそࠋる࠶

ồする形而上学̿RFTのሙྜは認知形而上学̿と手ࢆᦠえ࡚㐍ん࡛いかなࡤࢀࡅならない

から࡛࠶る（山泉 本巻）ࠋRFT ࡛はࠊ本✏࡛扱ࡓࡗಽ⨨ᣦᐃ文௨እにࠊࡶ潜伏疑問名詞句

（山泉 近刊）ࠊ潜伏命題名詞句ࠊᏑᅾ文（山泉 2020）などがศᯒ࡚ࢀࡉいるࢀࡇࠋらはࠊ

日本に࠾い࡚名詞句意味論・語用論のᨭ㓄的パラࢲイム࡛࠶る N-意味理論（西山 2013）

の問題ࢆඞ᭹しࠊそࢆࢀ上回るࡃ࡭ᥦ♧࡚ࢀࡉいるࡶの࡛ࠊ名詞句意味論・語用論にࡅ࠾

る科学革命（クーン 1970/1971）ࢆ┠ᣦし࡚いるࠊࡓࡲࠋ本✏ࡸ認知形而上学の㆟論（山泉

本巻）は༢なるᢳ㇟論࡛はなࠊࡃලయ的なศᯒに࠾い࡚ࠊᚑ᮶のศᯒの問題ࢆඞ᭹するに

RFTࠋᣢつ（山泉 2019）ࢆỴᐃ的な㔜せ性࡚ࡗࡓ࠶ はࠊ新フࣞーࢤ୺義の Recanati（2013, 

2016）の Metal Files 理論と␗なࠊࡾ⌧ᅾの言語哲学に࠾い࡚ᨭ㓄的なフࣞーࢤ的視座ࢆ᥇

らずࠊ認知的 OIC の視座ࢆ᥇ࡕࡇࠊࡾらがே㛫言語ࢆ理ゎする上࡛はよࡾጇᙜ࡛࠶ると୺

ᙇするࠋ 

ト� *本✏はࠊ文㒊科学┬の科学研究㈝（ㄢ題␒号：17K17842ࠊ「コピュラ文名詞句のゎ㔘

ከᵝ性ࢆ扱える認知語用論の構⠏」）のຓᡂ࡚ࢀࢃ⾜࡚ࡅཷࢆいる研究の୍㒊࡛࠶る1ࠋ 節

の㆟論はࠊYamaizumi（2019）ࢆヲしࡃ㏙ࡶࡓ࡭の࡛࠶るࠋ 
1 パズルのピースの⏬ീの出඾� ᕥ： 
https://d3imh5q5dnm5ub.cloudfront.net/press_images/000/082/849/d9b5bdbd9037541d2154b497f
16bebe92583980b.jpg� ྑ：https://www.be-en.co.jp/upload/save_image/Wp.jpg 
2 「ジョンの㌟㛗は 2m ࡓは⊂❧し「2m」ࠊなಽ⨨ᣦᐃ文のሙྜは࠺のよ「ࡔ RF ࡛はなࠊࡃ

ジョン RF の≉㉁[㌟㛗：x]の್ࢆᇙࡵるࡇとになるࠋ 
3  「文ἲが関୚するよ࠺な」といࡇ࠺とはᖖ㆑的な理ゎ࡛問題ない୍ࠋᛂࢀࡲྵࠊないࡶ

のࢆᣲࡃ࠾࡚ࡆ：社会的なつ๎性「ኴ㑻」とい࠺名๓のேはࡰ࡯☜実に男ࠋࡔ㌟య構造に

由᮶するഴྥ性：ዪ性は男性よࡶࡾᴫし࡚ኌが㧗いࠋ 
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 ࠋ↷の႘えの㝈界はジャッケンドフ（2002/2006: 24）ཧࡇ 4
5  ே㛫ྠ士࡛ࡶ化学≀㉁ࢆ用いࡓコードࣔࢹル・コ࣑ュニケーションは⾜࡚ࢀࢃいるࠋス

コット-フィリップス（2015/近刊: 1.2）ཬࡧそ࡛ࡇ言ཬ࡚ࢀࡉいる文⊩ཧ↷ࠋRFT ࡛はその

よ࠺なコ࣑ュニケーションは扱ࢃないࠋ 
 ࠋ↷ルにᑐする␗論は三木（2019）ཧࢹのࣔࡇ 6
7 1.2.2 節࡛㏙ࡓ࡭よ࠺にࠊOIC に࠾い࡚⪺ࡁ手はࠑࠊ話し手は͐と思࡚ࡗいるࠒとい࠺௨上

の」㞧なㄞ心ࢆし࡚いるࠋ「ࢼࢼࣂが࠾いしい」とい࠺発話の理ゎ࡛はࠊ௨ୗのよ࠺に心ࢆ

ㄞࡴᚲせが࠶る（ヲしࡃはスコット-フィリップス 2015: 3.4 ཧ↷）ࠋ 
 とࡇ発話⪅が意ᅗし࡚いる と⚾が信じるࢆ とࡇいしい と⚾が信じる࠾がࢼࢼࣂ

 発話⪅は意ᅗし࡚いるࢆ
RFT ࡛はࡇのࡇとࢆᛕ頭に⨨ࡁつつࠊࡶศᯒに࠾い࡚はࠊ話し手が᥎ᐃしࡁ⪺ࡓ手の心に

るࡅ࠾ RF が名詞句の（話し手の語用論的）意味࡛࠶ると考えるࡉࠋらに῝いᇙࡵ㎸みࢆ

考えるᚲせの࠶る౛ࡶᙜ↛࠶るࠋ 
ムがࢸには認知シス≀᳜ࠊࡵࡓる࠶㥏࡛↓ࡶ࡚ࡗ࠶ムがࢸない᳜≀に認知シスࢀ回ࡁື  8

㐍化しなかࡓࡗ（Mercier and Sperber 2017: 56）ࠋ 
9  関連性は⛬ᗘ性の࠶るᴫᛕ࡛ࠊ認知ຠᯝが大ࡤࢀࡅࡁ大ࡁい࡯ど関連性は㧗ࡃなࠊࡾそ

認知ຠᯝとฎ理ࠋるࢀࡉなるとࡃどప࡯いࡁ大ࡤࢀࡅࡁᚓるのにᚲせなฎ理ປຊが大ࢆࢀ

ປຊのᐃ義はᏑᅾするࡶののࠊᨵⰋのవᆅが࠶ると➹⪅は考え࡚いるࠋ 
ジャッケンドフ（2012/2019）がཧ↷し࡚いるのは࡛ࡇࡇ 10 Chomsky（1975, 2000）࡛   ࠋる࠶
11 ⬻といࣁ࠺ードウ࢔࢙はニューラルࢿット࣡ークに近い構造ࢆし࡚いるからྂࠊ ඾的ィ

⟬୺義のぢ᪉がどのよ࠺に≀理的に実⌧し࡚いるのかとい࠺問題はṧࠊࡾそࢀはコࢿクシ

ョニズムにと࡚ࡗのྠじ問題よࡶࡾ大ࡁいࡗࡶࠋ࠺ࢁࡔとࠊࡶ構造୍⯡がどのよ࠺に⬻࡛

実⿦࡚ࢀࡉいるかは඲ࡃศか࡚ࡗいない⌧᫬Ⅼ（Jackendoff and Audring 2020:74）に࠾い࡚

はࠊ問題の大ࡉࡁのᕪは取るに㊊らないࡶのࠋ࠺ࢁࡔ 
12 [NPb [NPc]の NPa]のよ࠺な構造に࠾い࡚ࠊNPa と NPb ୧᪉にྠじ RF がᑐᛂするのは࠾

かしいと思࠺かࡶしࢀないがࠊRFT はྜᡂ的な理論࡛はないࠋ 
13 つ๎ 1 にと࡚ࡗ問題となる୍࠺ࡶ✀㢮の名詞句はࠊit rains ࡸ it’s 3 o’clock の it のよ࠺な

いࡺࢃる⹫辞࡛࠶るࠋ⹫辞は RF にᑐᛂするのかࡲࠋず1ࠊ つࡶ RF が関୚しない発話はな

いと考えらࢀるࡓࠋとえࡤ୺語が┬␎࡚ࢀࡉ名詞句が⌧࡚ࢀいない命௧文に࠾い࡚ࠊࡶ┬

୺語にᑐᛂするࡓࢀࡉ␎ RF は関୚し࡚いるࠋit rains に࠾い࡚ࡶ関୚し࡚いる RF が࠶る

と考えらࢀるࠋRains のよ࠺な（名詞化し࡚いない）ື詞は୍ࠊ⯡に RF に直᥋ᑐᛂしない

とすࠊࡤࢀそࢀは it が表す RF にఱかࢆ௜ࡅ㊊し࡚いるはず࡛࠶るࠋit はᏑᅾ論的⠊␪が

≧ἣ࡛࠶る RF にᑐᛂしࠊrains が表すࡇとがそࢀに内ᐜ≉ᚩࢆ௜ࡅຍえると考えるのが最

It’s 3 o’clockࠋ࠺ࢁࡔいる࡚ࡗ理にかなࡶ の it o’clock 3ࠋるࢀἣにᑐᛂし࡚いると考えら≦ࡶ
はࠊそࢀ自య⊂❧しࡓ RF にᑐᛂࡏずࠊ発話≧ἣ RF の≉㉁[᫬้]の್にᑐᛂするのがᬑ㏻

そのࠊるから࠶࡛ RF に it はᑐᛂすると考えらࢀるࠋ௨上の㆟論はࠊ඲࡚の⹫辞が RF にᑐ

ᛂするといࡇ࠺とࢆ୺ᙇしࡶࡓの࡛はないࠋ 
14 文๪詞（句）には౛እが࠶るかࡶしࢀないࠋ 
15 ྠᵝのࡇとが㡢㡩構造・統語構造につい࡚ࡶ言えるのかとい࠺疑問が࠶るࠋ 
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